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.ば
，
対
立
的
だ
と
：す
る^ ，
k
ば

、
'
&
家
族
主
義
の
否&

は

ど

め

刹

害

：

一: 

致
の
そ
れ
に
通
ず
る
。
：
し
か
し
酿
乾
の
間
に
、
-.
例
え
ば
、
/
契
約
的
な
関
係
の
存 

在
ゼ
認
め
る
な
ち
ば
、■前
者
の
.否
魅
ば
後
者
叹
そ"れ
に
は
■̂
ぢ
だ
い
6
こ
の
ょ 

.ぅ
だ

麓

吹
^

^
钇

^
近
代
的」

：と
名
づ
げ
を
と
、
，：急
進
的
態
鹿
.は
近
代 

:ぺ
的
関
係
0;
村
破
に
向
マ
で
い
る
ス
レ
か
し
本
論
で
：ば
惫
進
$
:保
守

，
近

代

， 

飾
期
と
同
觀
に
、.姊
张
的
な
_

で
用
い
^
れ

_て
.い
：る
か
.ら
、
必
ず
し
も
.こ
の 

よ 

3处
意
味
を
含
^
な
：い
*"
0
'
.
: 

-

 

.
わ
が
1

働̂

|

後̂

%
_遺
識
:^
も
ち
^:
が
ら
：、；：：急
進
的
態
度
を
と
る
と
：い 

.ヶ
評
言
を
侧
^

<

|が
多
..
い

,°
'>
-
:
&
&
言
は
こ
ど
で
の
'研
绝
漱
象
と
し
た#< 

'-
'
:的
労
働
者
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
ま
で
あ
で
ば
ま
.る
が
、:.
:
他
ゆ
者
に
つ
い
て
は 

必
ず
1
為

合

し

な

い

。#
に
、
：：賢

鳳

む

歐
1:
'
あ
る
が
ほ
鳳
し
て
い
次
と-
 

:

考

え

て

い

る

を

含

蜜

業
•銀
げ

.
«
カ

き

に

軚

い

で

は

逆

め

傾 

向
た
る
近
代
と
^

と̂
の
.結
合
が
か
な
り
.'
み
ら
れ
.る
。
ハ
：労
^
@
係
を
家
族
主
義 

的
関
係
と
対
立
関
係
と
に
ニ
汾
す
る
の
が
可
能
で
な
か
限
り
、
.家
族
主
義
を
否 

定
し
て
も
、
保
守
的
態
度
を
と
る
余
地
は
あ
る
。
近
代
と
保
守
と
の
結
合
は
エ

.
 

員
層
を
多
く
含
む
1

車
会
^
で
も
、
大
き
な
比.重
を

も

っ

て

い

る

し、
.

0

 

に
、
6
.エ
場
の
.農
家
か
ら
の
通
勤
労
働
者
に
つ
い
て
も
そ}
で
あ
る
。

''

.
分
拆
の
結
果
と
レ
て
出
て
き
た
も
の
は
以
上
の
海
り
で
龙
る
が
、
"こ
れ
を
以

四
〇

0
ニ

.三
ん)

へ：

て
、
.不
当
な.1

般
化
を
し
ょ
5;
と
す
る
意
図
ば
だ
い0 .
一'般
化
.へ

の

契

は

惜 

.

し
ま
な
い

が

、

そ
れ
に
到
達
す
る
に
は
、も
っ

と

長
い
道
を
歩
ま
なく

て
は
な 

ら
な
い
。
道
は
ま
だ
半
ば
、で
あ
る
が
、
し
か
し
既
存
の
/一

 
般
論
の
あ
る
も
の
に 

'対
’し
て
批
判
时
に
な
り
ぅ
る
とと.

は
可
能
で
あ
ろ
ぅ
。
'

.

.■■
.

.
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■

■
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■

■ 

■ 
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.

.
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.
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〔

追
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# .

察
の
.

便
宜
か
' ^

1>
:

て
：、：
蓖
業
调
係
を
ニ
づ
の
側
称
に
区
分
し
て
、
 

劳
資
関
：係

:2
:

従
業
員
.

関
係
と
.

に
す
る
こ
と
：が
：可
能
で
あ
'

る
。
本
論
'
.で
は
、
こ
れ 

■ '
.
:ら
の
ゲ
ち
ぶ
労
資
関
係
的
侧
面
が
：主
題
と
な
ら
て
.

い

る
.0
本

論

の

素

材

を

引

き
 

'

出
し
た
調
：査
セ̂

、
；こ
れ
ら
ニ
つ
.

の
面
を
共
に
問
題
と
し
て
：い
；る
0特
に
、調
峩 

の.

後
半
で
ば
、.

#

業
員
関
係
的
侧
：面
に
重
点
が
置
^

-

れ
た
。
.

こ
の
侧
面
で
は
、
 

所
謂
入
間
開
係
的
諳
刺
題
が
扱
わ
れ
る
が
、
焦
点
は
職
場
に
お
け
る
モ
テ
ー
ル 

'

に
求
め
ら
れ
た
0,
,

こ
£0
.

場
合
、
.

勞
.資
関
係
的
側
面
は
こ
の
モ
ラ
ー
ル
を
規
定
す 

ノ
へ：る
'

周
辺
的
諸
要
因
の
—-

つ
と
し
て
取
り
上
げ
.

ら
れ
る
。
か
か
る
モ
ラ
ー
ル
研
究 

の
.

成
果
.

は
.

近
く
印
刷
に
付
さ
れ
る
予
定
で
お
る
か
ら
、
.一j

の
方
面
に
関
心
を
寄 

，せ
ら
れ
る
方
に
は
、'

# ,

読
し
て
戴
け
れ
ば
'

幸
甚
で
あ
る
。

; .

な
お
、
.

本
論
で
の
'

近
代
•

'

前
期
.

及
び
急
進
•

保

守

：：の
概
念
.

は
前
、に
：掲

げ

た

質 

V

問

項

目

の

回

答.

に
関
す
る
限
り
の
も
の
.

で
あ
り
、
か
つ
対
比
す
る
た
め
の
相
対 

，的
な
.

尺
度
と
.

し
.

て
用
い
ら
れ
て
：
い
；る
こ
と
を

#

記
す
る
。

ド

ィ

ッ

：農

民

戦

争

の

歴

史

的

意

義(

下

.

の
‘
'

一
，)

寺

尾

誠

.

第

五

節

：.
.封
建

.反
動

に

対

す

る

農

民

の

抵

抗.

一
五
ニ
五
年
のド
イ

ツ

員
^

^

#

は
一
.世
紀
に
近
い
'ド
イ

ツ

農
民
の
封
建g

 

支
配
者
へ
の
搭
済
的
政H

■
の

結
晶

で

あ

冬

前

節

迄.

i察
し
.た
ょ
ぅ
，

,
に
中
世
後
期
：の
領
主
と
嚴
民
と.の
閤
係
に
於
け
る
変
化
を
基
礎
と
じ
て
、
農

民•: 

故k

品
生
産
の
：発
展
'
農
民
層
の
分
解
、
領
興
の
経
済
的
危
機
の
増
大
、
領

邦
.
 

国
家
体
制
へ
の
権
力
の
集
中
と/い
.つ
た
新
し
い
局
面
が
、
ド
イ
ツ
農
民
戦
#

の

. 

起
つ
た
地
域
で
み
ら
れ
た
。
ラ
ン
デ
ス
へ
ル̂

趴̂
と
す
る
^

^
支
©
者

の

.
 

#
0:
叹
体
制
維
持
と
ば
柃
に
対
す
る
ド
イ
ツ
農
民
の
自
-B
の
生
活
の
擁
護
と
そ 

れ
以
土
の
発
展
へ
の
志
向
は.こ
こ
に
真
芷
面
が
ら
対
決
せ
ざ.る
を
•
な
：か
マ 

た
。

こ
の
節
で
は
ま^-
こ
ぅ
し
た
領
主
'と
農
民
の
対
決
を
領
主
側
の
史
料
•

「

判 

告
集i W

I
G
I
n
e
r
:

と
農
民
側
の
史
料
'
.

「

陳
情
書
.

I

B
eco
''&
.
w
e
r
d
e
a

a.
i丨
.

.

.

.

.

.

. 

.
c

?.
t
l

)

.

' 

\

k
a>
'
Lそ
の
他
の
要
求
に
ょ
り
そ
の
実
態
を
み
て
み.た
い
。

.

:
■

(

T)

_ :

嵩

体

規

制

一
.
 

パ
.、、：

:こ
れ

は「

強
制
と
禁
制」z

^
i
n
g
-
u
n
d

 B
a
r
m

 

.fc
,関
す
.る
も
の
で
、「

十 

ド
ィ
ッ
農
民
戦
争
.の
歷
史
的
意
義(

_下
の
一)

一一:

力
.条」

の
中
に
も
四
条
、•五
条
、
：十
条
に
.み
ら

れ

る

.0 

v
s
.

河
川
に
対
#
る
.所
有
権
及
び
漁
撈
権'一
ス
イ
ス
の
グ
リ
ユ
ニ

V-
ゲ
ン

.
 

の
ー
四
四
1年
の
陳
情
書
、'
キ

.ィ

.ブ
ル
グ
、
ヴ
ィ
ン
タ
一
ト
ゥ
ア
、
グ
リ.ユ
_
ン 

,

.
^:
ン
地
方
の
.マ
五
：
プ
八
年
の
陳
情
書
、'同
地
^

9
五
一
一
五
年
の
綱
領
書
簡 

Artikelbrief:

に
も
河
川
に
対
す
る
禁
制
と
漁
撈
：の
.禁
止
に
つ
い
て
の
坑
_ 

.が
み
ら
れ
る
。
|
五

.ー
ー
五
年
の
バ.ル
.ト
リ
.ン
ゲ
.ン
農
民
団
の
ァ
ハ
ト
シ
ユ
.
テ
ッ 

ト
村

の

農

民

は「

我
等
共
同
：一
一テ
持
チ
タ
ル
、
多
ク
：ノ
:A

ノ
知
ル
共

有
ノ̂

;

,ア
リ
、
，領
主
様
：コ
レ
ヲ
ウ
バ
ワゾ
タ
リ」

と
い
つ
て
い
る
。
フ
ー
フ
ン
ケ
ン
の
/■ 

,
.ル
ゲ
V
ト
ハ
イ
ム
で
も
同

年「

我
等
.ノ
在
君
ゲ
オ
ル
.プ
，
フ
ォ
ン
，
へ
ン
べ
ル

グ
ハ
.
；
：
：
：
.
ノ

ネ

キ

ル

へ

ョ

.リ
タ
ウ
、、ハ
ウ
河
マ
デ
ス
小
川
ヲ
放
漁
池
ト
共
ニ..

力

'ヲ
：モ
ツ
テ
奪
ワ
レ
タ
リ

j

と
い
わ
れ
、

「

士

1

力
条
1_
の
四
条
.に
も
こ
の
問
題
が 

> 

r
と
り
上
げ
ら
れ
T
い
.る
。
中
部
ド
イ
ツ
で
，も
オ
，ス
ト
：
.ハ

ウ

ゼ

ン

を

始

め

に

C

注
5)

缚
す
.る
：禁
制
と
漁
撈
の
禁
也
又
為
制
限
へ
の
抗
議
は
激
し
.い
。
テ
ィ
ロ
ル
の
メ.

.1

フ
シ
^
領

f

こ
^
禁
淛
の
解
除
が
要
求
ざ
れ
て
い
る
？

テ
ィ

：

ロ
ル
の
ウ
ル
テ
'

,

ン
片
の
一
5;
;
ぺ
一
—，
年
七
月
の
判
告
書
や
は-̂
領
民
餌
年
復
活
節
ノ
^
^
十
ニ
時

: 

' 

.四
ニ 

.

(

一
一 

三
九〕



過
〒
ゥ
ル
テ
シ
裁
判
管
区
；̂全

■r
;
-
:
ノ
：小
川
デ
漁
撈
の
權
利
ァ.リ
ト
ィ
エ
ル
.モ
、

力
力
.ル
.自
申

ハ
-—
»
•切
ナ
ク
、
古
今
ノ
伝
習
ニ
モ
背
ク
者
ナ
リ
、
:以
後
ガ
.
.ヵ'ル
漁

'
 

撥
ハ
.勿
論
、
他
ノ
時
期
一
ー
み
決
.シ
テ
漁
撥
ス
ベ
カ
ラ
ズ

」

：
と
せ
る
ー
.
フ
ー
フ
ン
ケ 

ン
の
メ
ル
ゲ
ン
ト
バ'ィ
ム
の
；マ
：ル
ケ
ル
ス
ハ
ィ
人
村
の
判
告
書
に
は

「

土
地
保 

有

者

.ハ
毎
金
曜
日
三
ポ
ン
ドA
支
払
金
デ
魚
樹
：ノ
権
利
ァ
认1—
と

0.
べ
ら
れ
，て 

“
る

.0
こ
ぅ
し
た
河
训
殊
に
村
落
敞
近
の
小
川
祀
対
す
る
領
主
の
禁
制
は
、

.村

. 

落
爽
同
蔑
員
の
生
活
を
脅
か
す
も
の
と
し
で
、
■共
同
体
を
あ
忖
て
の
抵
抗
に 

、ぶ

つ

が
'?
.た
：わ
け
で
あ
る
。

㈣

森
林
の
所
有
権
及
び
木
材
の
採
取
権
、
.野
獣
及
び
野
鳥
の
捕
獲
権'.
 

i

を
办
ぐ
る
抗
争
ぼ
十
五.：六
世
紀
に
㈱
趴
の意

！！

を

持
っ
て
く
る
。
•シ
ュ 

ヴ
：ァー

ベ
ン
の
ブ
ス
' マ
X
ハ
ゥ
ゼ
シ
村
の
農
民
が
森
林
の
禁
制
、
.
#

K
W
t

の

取

_ 

“

 

ヴ
上
げ
、
木
材
入.手
の
際
.の
支
私
金
に
づ
き
陳
情
レ
た
の
：に
»
し

、

こ

.

の
村
の
ダ
.

，ル
シ
ト
へ
ル
の
ハ
シ
ス•フ
ォ
シ
：•
'ロ
ー
ト
は
シ
：
ユ
グ
ァ
ー
べ
ン
同
膜
べ
の
弁
明 

に
お
い
て
、
取
り
上
げ
を
否
定
し
更
に
.

「

木
材
ハ
教
ノ
最
良ノ
収
益
源
デ
ァ
リ

、 

遗
麼
分
割
ニ
際
シ
非
常1
!高
ク
評
価
サ
レ
タ
。
余
ノ
兄
氣
ョ
エ
ル
ク.フ
ホ
ン
，

ロ
'丨
ト
ニ
森
枯
地
ガ
ァ
ル
タ
メ
彼
ノ
土
地

-1

六
チ
余
グ
ル
デ
ン
ヲ
与
エ
タ0
J
 

と
い
.っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で•あ
る
。
し
か
も
彼
は
こ
れ
ら
の
制
限
が
へ 

三
〇
丨
五
〇
年
以
前
.の
後
の
父
の
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
告
白

'
 

し

.て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

シ
ユ
ト
ー
リ
シ
ゲ
シ
の
農
民
は

「

古
キ
習
憤
三 

ソ
ム
キ
主
君
ノ
森
及
ゼ
他./
妹
ヲ
利
用
ス
ル
撞
利
薄
ヮV
J
C
我
等
ノ
必
藥
ミ
タ
,.
:
 

サ
レ

ズ
困
窮
ス」

と
の
べp

い
ふ
し
、

ティ
ロ

ル
、
.ス
ィ
ス
.、
フ
ヲ
ン
.ケ
シ
、7 :.

H 

Iリ
ン
ゲ
ン
等
全
地
域
に
わ
た
つ
て
こ
の
間
題
が
敗
り
上
げ
ら
れ
て

^

: 

四
ニ 

.

(

一.
一
 
四
〇)

グ
ユ
ル
テ
ム
べ
ル
グ
で
は
ニ
囪
れ
五
年
攻
来
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
の
森
称
条
例 

:

へFors

'c+.ordnung

が
.度
々
出
さ
れ
人
.ロ
増
大
.に
よ
る
需
要
拡
大
の
為
の
過
度 

の
.伐
り
出
V
を
理
由
に
共
同
体
の
森
林
へ
の#

_を胄
_して
一

 
五
一 

.
四

年

の
.

「

貧
し
き
：コ
ン
ラ
ツ
：
ド

」

の一

揆
は
共
有
林
の
，取
り
上
げ

(

四
五
ヵ
条)

、
_

 

侯
爵
家
の
森
林
の
利
用
権
の
制
限.；(

四
六
、
‘五
0
、
，
五「

力

き

を

農

民

の

主 

要

.な
抗
净
目
標
と
し
て
闘
？
た
の
で
あ
る
。
し
.が
も
十
二

 

•ヵ
条
の
訴
え
.る
よ
ぅ 

.
に
森
秫
へ
の
禁
制
と
共
に'野
獣
、-
.野
為

の

鐘

が

禁

止

さ

れ

た

こ.と
は
、
農
民 

-.
の
苦
痛
を
増
し
.た
。
パー

デ
ン
.の
オ
ル
テ
ナ
ウ
の
レ
ン
へ
ン
で
の
_
主
と
農̂

.

.

.
の
契
約
書
：に
は「

熊

-
狼

.

.狐

.'
山
猫
..
ノ
如
キ
有
害
ナ
野
獣
ハ
自
由
ニ

」

捕
え
.て 

.よ
い
し
、
：
野

鴨

，
雉
と
い
っ
た
狩
狐
用
：以
外
の
野
豚
V
野

鳥

も

自

が

許

.

\

 

(

注
；

2
)

.

.

:

.

さ
れ
て
い
る
。
テ.イ
ロ
ル
，
ウ
ル
テ
ン

.の
判
告
書
は
蝦
夷
山
鳥
の
鐘
禁
止
と.
 

纏

の

：野
獣
、
野
鳥
の
領
主
べ
の
提
出
義
務
を
規
定
し
て
ハ

 

1机
。「

貧
し
者
コ
ン
‘

'ラ
.ツ
'ド」

；.も
ま

た
-:
の
点
に
抗
議
し
て
い
る
。
森
林
は
そ
の
生
活
的
意
義
が
 ̂

常
に
大
き
く
燃
料
、.建
築
用
の
木
材c

木
炭
、
用
具
窥
も
含
め

)

、
豚
の
飼
料
と
レ 

て
の
癖
.の
実

.

E
c
^
e
r

を
提
供
す
か
外
、
放
牧
地
で
も
あ
り
、
村
落
共
同
体
に
.
 

と
っ
て
不
可
欠
の
苒
生
産
の
基
盤
で
あ̂
low
し
か
し
こ
の
森
1

先
に
|̂
$
,
 

し
た
通
り
領
主
に
と
っ
て
も
価
値
多
い
収
入
源
で
あ
っ
.た
。
大
§

に
お
け
る 

木
林
の
儒
要
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
，
十

五.六
世
紀
の
西
南
ド
イ
ツ
®

資

卒 

;
の
攀
栄
の
基
礎
ど
な
っ
：た
鈹
山
業
の
発
展
は
、
燃
料
用
.の
木
材
、
木
炭
へ
，
の
簿 

要
を
拡
大
し
た
。

一
四
九
〇
年
の
ケ
ル
ン
ホ
で
の
木
炭
不
足
が
附
ほ
の
銅
山
の 

繁
栄
に
-よ
る
こ
と
は
こ
め
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、

フ
ラ
ン
ケ
ン
、
テ
イ
ロ
ル
， 

テ
ュ
I
リ
ン
ゲ
ン
.等
鉱
山
に
近
い
森
林
地
帯
で
は
領
主
は
森
称
へ
の
独
i

t

•
v
f一す
る
こ
と
に
よ
り
収
入
の
拡
大
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
：

例
え
ば
ツ
ッ
ガ

•
r

-
家
が
ケ
ル
ン
テ
ン
に
次
い
で
創
設
し
た
溶
欽
炉
は
テ
.ユ
I
リ
シ
ゲ
ン
の
ゲ
オ 

ル
ゲ
ン
タ
ル
修
^

!の
}

内̂
の
ホ
I
.へ
.ン
キ
ル
へ
村
に
た
て
ら
れ
た
も
の
で
.
 

あ
る
が
、

一
五
ニ
五
年'に
は
ニ
年
前
に
質
い
取
っ
た
こ
の
地
域
.の
森
林
を
め
ぐ 

り
、
^

院̂
側
と
紛
争
を
起
し
て
い
る
。

こ
：の̂

も̂
^
年
一
揆
の
波
に
包
ま 

れ
、
熔
鉱
炉
も
あ
わ
や
攻
擊
目
標
に
な
る
処
で
あ
ス
た
し
、
農
民
は

i

'に
お 

け
る
自
由
を
要
求
し
て
い
な
。
第
一

. 一

節
で
み
た
よ
ぅ
に
^

^

に
つ
い
て
ば
農
民 

間
で
既
に
土
地
保
有
高
に
よ
り
保
有
量
に
差
が
出
て
い
た
が
、

か
か
石
矹
主
の 

攻

擊

に

際

し

菌

体

が1

致
し
て
立
ち
上
？
た
。

.

.

•
X

共
f

草
地
、
放
牧
場
、
共
有
耕
地
.
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
メ
ル
ゲ
ン
ト 

ハ
イ
ム
で
は

'-]
ハ
イ
マ
ン
ス

♦
メ
イ
ス
ノ
牧
草
地
、
以
前
我
等
ノ
共
有
ナ
レ
ド

<•、左
 

0 ノ
 

*
.

主
君
コ
レ.ヲ
奪
ウJ

と
あ

る

し

、
：
ブ
ス
マ
ン
.ハ
ウ
ゼ
.ン
..の
農
民
も「

含

体

ハ

(

:̂
20
^

共
有
地
デ
牧
畜
ヲ
行
ウ
主
君
ノ
為
大
変
困
窮
ス」

と
の
べ
て
い
る
。
テ
ィ
ロ
.

ル
、 

中
部
ド
イ
ッ
等
で
も
同
様
の
苦
情
は
多
い
が
、
特
に
中
部
で
は
領
主
の
擎
に 

よ
る
共
^

:

草
、
放
牧
地
の
取
り
上
げ
へ
の
：抗
議
が
#.
"

い
。
シ
ユ
•

ト
ー
ッ
.ス
ブ
ル 

ノ
市
近
辺
の
：フ
ァ
ッ
へ
ン
ハ
イ

ム

村
の
農
^

は
、
牧
草
地
、.
.森

^

と

共

に

共

有 

地
へ
の
玫
擊
に
対
じ
撤
議
し
ー
て

 ̂

4

ル
ザ
ス
の
ズ
-.
ン
ド
ガ
ウ
め
小
都
市 

ザ
.
ル
ッ
で
も
.

「

我
等
>-
-

森
ヤ
.

耕
地
.

ニ
务
ク
ノ
侵
®

!

ヲ
行
イ」

と
い
わ
れ
て
.い 

續

)

先

の

レ

ン

へ

シ

契

約

書

ば

「

共

同

体

ノ

承

認

ナ

：
シ
一
一

'

共

同
#:

一
一
■'セ

ル

牧
 

寧

地

、

耕

地

若

、ゾ

ク

ハ

^

豸
^

ヲ
㈣

入
ガ
^
豸
シ
オ
ル
コ
ト
ガ
判
明
セ
ル
場
合 

ハ'
、
取
リ
上
め
シ
共
同
体
へ
返
還
ネ
べ
キ
：コ
ト
.
。'
若
.
シ

正

当

ニ

貿'*
メ

ジ

場

合 

へ

羅

ノ

金
;̂

得
テ
共
同
体
べ
返
還
す
ル
べ
シJ

と
規
定
し
て
.

i

雙

：
こ
が
よ

ド
イ
ツ
農
民
，戦
争
の
歴
史
的
意
義

(

下
の 
一)

.

う

な

種.

.々

の
共
有
地

へ

の

禁

制

は

河

川

、

.
‘
*

t

同
様
に
典
同
体
金
体
へ
の
攻 

撃
ど
し
て
農
民
.

の
激
し
い
反
撃
を
ひ
き
起
し
た
こ
と
は
ゥ
ル
テ
ン
の
判
告
竇 

，
に「

ヴ

工

ル

、ゾ

.

ユ
一
一
テ
^

_

ヲ
_

育

、ゾ
、

ゥ
ル
テ
ン
丘
デ
2:
羊
ヲ
1̂
エ
ル
.モ
ノ 

俯
等
拒
否
ハ
ル
コ
.
ト

わ

ク

貧

畜

税

''
¥

1
0
1
^

0
1
1ヲ
差
シ
出
ス
べ
キ
コ
ト

」
(

傍
点 

引
用
者)

と
農
玲
の
瑕
盈
の
事
実
を
示
す
よ
う
な
ロ
調
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と

':

(

注
25〕

か
ら
も
推
測
で
き
よ
う
。

.

.

.

㈡

水
車
小
屋(

製
粉
小
屋)

、
パ
ン
爍
小
屋
、'風
呂
、
酿
造
小
屋
、
葡
萄
圧
搾
所 

等

に

関

す

る

強

齡

と

禁

制

.

第
三
節
の
.ホ
ー
へ
ン
べ
ル
グ
砠
砠
の|1
主
め
収 

入
の
内
に
水
車
小
屋
、

パ
ン
焼
ル
員
か
ら
の
規
#?
、
貨
幣
の
収
入
が
あ
っ
た
が
、 

十
四
世
紀
の
ヴ
ユ
ル
テ
ム
べ
ル
グ
砠M
三
：九
.力
.村
に
は
十
一
.の
水
車
小
屋
が
あ 

通
!
!0.
ズ
ユ
ン
.ド
ガ
ゥ
の
エ
ッ
サ
ー
醫
の
農
民
ば
フ
王
君
我
等
ニ
パ
ン
焼
ヲ 

勝

手-1.

強

制

'ゾ
、
我

家-1

。ハ
ン
歡
■
ア
ル
モ
ノ
モ
共
有,/
窯
ア
ル
モ
ノ
モ
全
テ 

年
小
麦11

ゼ
ス
タ—

ヲ
；

ゾ
，出
；ス
義
務
ヲ
負
ゥ

」

と
の
べ
自
由
を
要
求
し
.て
い 

る
。
更
に「

我
等
亦
主
君
ノ
水
車
デ
製
粉
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
甚
シ
ク
困
苦
ス
。
今 

.後
我
等
ノ
好
ム
所
ニ
テ
自
由
ニ
強
制
サ
レ
ズ
製
粉
シ
得
ル
コ
ト
求
ム

」

と
の
べ 

て
こ
の
地
方
で
は
こ
の
よ
う
な
苦
情
が
多
い

Q
シ
-ユ
ト
ー
リ
ン
ゲ
ン
の 

'農
民

も「

我
等
場
所
悪
ク
、.行
ク

—難
儀
ナ
処
ニ
ア
ル
水
車
デ
製
粉
セ
ザ
ル
ヲ.
 

得
ズ
1-
,<1
:い
い
、
貢
租
及
び
賃
金
を
と
ら
れ
る
と
の
ベ
、
自
由
を
要
求
し
て
い 

紹

02
0ま
た
と
こ
ろ

に
よ
っ
て
は
風
呂
も
又
禁
制
に
く
み
い
れ
ら
れ
、
使
用
料
，：
 

:B

身

I
:を
と
ら
れ
て
い
る
。
例

於

ば

一

四

八1年
の
.ヴ

3-
ル
テ
ム
べ
ル
グ 

の
.ラ
シ
ゲ
ン
ブ
ラ
ン
ト
他
六
力
村
の
陳
情
書
に
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
苦
情
が 

.の
べ
ら
れ
て
i
^r
ro
-
.

1

ア
ィ
ロ
ル*

シ
モ
ン
ナ
め
一
：
五
八
.三
年
の
判
告
書
は

「

上

四
三
.c

r
‘ 一

四

_
1

)



、•

村

{'
,下
村
ノ
金
テ
ノ
钜
儒
主
用
ノ
モ
ノ
モ
舍
メ.：ソ
ノ
：穀
物
水
衡
ず
製
粉
ス
べ

.
キ
コ
ー
ト」

と
し
て
い
る
。.そ
の
§

萄
：の
生
産
地
域
で
は
葡
萄
の
圧#
f
醸

,
一
造
小
屋
が
禁
制
の
対
象
ど
、な
：？
て
い
る
0
ベ
；ッ

-f
e
'
vの
メ
ソ
ブ
ィ
ジ
ゲ
ン
村
の.

,
;五11

四
年
の
8

に
はT

我

I

萄

'ヲ
収
撥
ス
ル
ャ
城
中.ゾ
領
主
<
庄
搾「

.

0

一一.テ
葡
萄
酒
製
造
ヲ
彼
ノ
勝
手
ナ
命
令
ノ

マ
：，

マ

1ー
行
ヮ
ザ
ル
ヲ
得
.

K.J 

.ど

.の

.ベ
、
更
に
®

料

K
e
l
t
e
r
w
e
i
n

と
そ
こ
で
働
く
者
へ
の
賃
金
用
の
翁
萄
酒
ぺ

の
負
担
に
抗
議
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
‘
フ
ォ
ン
バ
べ
ッ
セ
シ
の
回
答
免
こ

れ
ら
.の
事
実
を
認
め
賃
金
の
農
民
負
担
は
四
0'
;

ギ
^

員
に
既
+に
あ
，
-?

た
ま
行
で 

>

;

.
ノ
, <

注 S3 )
'

.へ
 

'..
/

あ
る
と
し
て
い
る
。

： 

■

.
(#
'前
品
坐
産
及
び
商
業
の
自
由
に
つ
い
て

 

' 
こ
れ
は
限
ら
れ
た
地
域
に 

.み
ら
れ
る
要
求
で
あ
る,0
ス
，イ
ス
.の
‘，グ
リ
'ユ
ニ
シ
ゲ
：ン
の.農
民

は一、

四

四

.一
年； 

に
既
に
葡
萄
酒
の
小
売
及
び
他
の
生
産
物
の
隣
人
べ
販
売
す
る
，権
利
が
チ
ュ
ー 

リ
ヒ
$
= 1

局
に
'よ
り
取
.0:-
上
げ
ら
れ
た
こ

と

に

杭
^ -

し
て
い
る
。
+

M V

に
一
四
八 

九
年
チ
ュ
ー
リ
ヒ
市
ッ
ンフ
ト
の
農
村
工
業
と
自
由
®

を
禁
止
.し
よ

ぅ

と

す 

る
試
み
に
対
し
こ
の
地
方
の
農
玲
は
立
ち
上
り
こ
の
試
み
を
：

i 

に
は
阻
止 

し
た
。1

五
ニ
五
年
の
グ
リ
ニ

11

ン
ゲ
ゾ
、
キ
イ
ブ
ル
グ
伯
領
、
タ
ノ
ー
ナ
ゥ
.、 

グ
ラ
イ
フ
土
ン
ゼ
I
等
の
農
民
は
聖
書
を
；̂

し
て
商
業
と
産
業
の
自
由
を
要 

求
し
て
い
る
0
.グ
リH 

二
，

ン
ゲ
シ
は
一
四
一
六

—

七
年
に
市
場
問
題
で
紛
务
が.
 

あ
る
。、一

K
一
 
六
年
九
月
九
日
に
チ

H. 

Iリ
ヒ

惠

局

は
.

「

彼

等

/'
市
場
：ヲ
再 

ビ
月
曜
毎
ニ
開
ネ
、
我
等
卜
同
様-
1売
貿
ブ
行
ゥ
コ
ト
ヲ
得0
.但
シ
我
等
ノ
.穀 

物
条
例
ノ
規
定
ス
ル
以
上
ノ
モ
ノ
ハ
賈
ェ
ヌ

」

.と
の
べ
て
ハ
5
^
。
こ
の
地
方
は 

農
村
工
業
の
盛
な
地
方
で
あ
り
、
農
民
戦
争
当
時
I

礼
派
.の
活

動

が

み

ら

.れ

_

四

四

2

一
 

四
ニ)

:
■
ノ，
靠

)

;'
■ 

た
こ
と
は
興
味
深
.い
。

ス
イ
ス
.は
政
治
的
に
ハ
。フ
ス
ブ
ル
グ
家
か
ち
独
立
し
、

嘯
力
な
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
な
く
、
農
民
に
と
っ
て
他
の
ド
イ
ツ
の

方̂

よ

り

有
利

な
地
方
.で
あ
り
農
村
エ
業
の
進
展
と
共

「

に
自
由
'な
商
品
生
産
へ
の
志
向
が
強
く

:

打
ぢ
出
さ
れ
たこ
と

も

当
然
と
い
わ
ね
が
な
ら
な
い
。
：
し
か
も
こ

れ
ら
の
罾
ボ

.は
富
農
で
あ
ガ
農
村
エ
業
片
お
い
て
小
企
業
家
、
仲
買
人
で
あ
る
と
い
っ
た
一

部
の
有
カ
者
文
で
な
く
、
中
農
、
費
農
に
お
-^
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
ら
支

持
さ
■れ
た
で
あ
ろ
ぅ
。
グ
リ

H 

ニ
ン
ゲ
ゾ
の
，
農

民

の

.隣

人

に

生

産

物

を

販

売

す

■る
権
利
0.
_取
り
上
げ
べ
の
抗_
は
十
分
に
ぞ
れ
を
思
ゎ
せ
る0

.

テ
ィ
ロ
ル
の
メ
ヲ
ン
綱
領
は
：手
工
業
者
の
結
社
、

ツ
ン
フ
ト
の
全
般
的
禁
止 

を

要

求

し「

各
人
ハ
好
：ム
マ
，マ
ゴ.労
働
シ
得
ル」

.ょ
ぅ
に
す
べ
き
だ
と
主
張
し.
 

て
い
る
。V更
に
綱
領
は
商
品
売
買'に
関
し
て
の
^

^

人
の
不
正
と
都
市
の
経 

.
済

_

一
般
(0
-
利
已
的
な
こと
を
攻
撃
し
フ
.ヅ
.
ガ
ー
始
め
西
南
ド
イ
ツ
の
大
商 

®

本
の
特
権
と
独
占
に
反
対
し
て

111)0

穀
物
そ
の
他
の
生
産
物
に
つ
い
て 

は1

四
〇
四
年
の
ラ
シ
ト
条
例
は

「

農
^

ハ
穀
物
ヲ
ョ
ノ
地
方
ノ
何
処
デ
モ
寫 

イ
得
.ル

.ソ
シ
■テ
'
.ソ.ヤ
ヲ
^
ッ
.タ
リ
不
正
ャ
貯
蔵
セ.、ス
自
分
ノ
家
.ー
ー
持
チ
帰
リ 

得
ル
。

望
ム
者
ハ
他
地
方.ョ
リ
穀
物
ヲ
持
チ
込
、、、
、
其

，
地
方
べ
モ
商
品
“
 

ヲ
送
リ
得
ル」

と
規
定
し
.て
i
tが
0'
一
 
四
ニ
彐
年
の
シ
モ
ン
ナ
村
の
判
告
書̂ 

-1
彼
等
：；ハ
誰
：モ
康
管
、.獸
脂
、.チ
I
ズ 

> 穀
物
.ャ
ソ
ノ
他
有
用
ナ
物
ヲ
売
ル
コ 

十
ヲ
得
ズ
.、
'ゾ
H
.
V
ナ
の
館
へ
ソ
レ
ヲ
持
参
シ
君
主
ソ
レ
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ヤ
否
：
 

ヤ
ヲ
間
合
セ
ザ
ル
.ヲ
得
ズ
.

」

.と
の
べ
農
民
が
苦
情
を
の
べ
て
い
る
こ
と
が
書
か
I
 

れ
て
い
る
。
，同
様
办
，苦
情
は
一
四
四
一
年
の
ヵ
ル
ナ
イ
ド
と
シ

ュ
タ
イ
ネ
ッ
ク 

'の
判
告
書
に
も
み
ら
れ
、
領
主
の
回
答
は.

「

力
力
.ル
商
品
全
テ
望
ム
マ
ニ
マ
付

_
由

-
^
£の
市
場
へ
持
参
ス
ル
コ
ト.ヲ
得」

と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
地
方
も 

'
.ス
イ
ス
程
：で
ば
な
：い
が
ハ
プ
ス
テ
ル
ダ
家
と
他
の
グ
ル
.ン
ト
ヘ
ル
•の
対
抗
関
係
.
 

か
ら
農
民
に
と
り
比
較
的
有
利
な
状
態
が
あ
り
、
.農
民
の
小
商
品
生
産
べ
の
志 

向
は
一
般
的
に
強
か
っ
た
。

.
西
南
ド
イ
ッ
で
は
.ス
イ
ス
、
テ
ィ
ロ
ル
に
近
い
辺
境
地
方
に
こ
う
し
た
要
求 

が
み
ら
れ
る
。
ヴ
ュ
ル
テ
ム
べ
ル
グの
ネ
レ
ン

ノ

，
ル

ダ

の

農

民

.は

. 一
#

1
0年 

に
一
揆
を
起
し
て
.い
る
が
、
彼
等
の
苦
情
に
対
す
る
領
主
の
回
答
に

「

農
民
ハ
.

a
コ
数
年
穀
物
ソ
ノ
他
ノ
作
物
ヲ
シ
ユ;>
ゾ
ク
ア
ッ
パ
市
場
へ
挣
参
シテ
ハ
ナ
：
 

ラ
ヌ
ト
命
令
サ
レ
テ
イ
ル
ト
不
平ヲ
訴
エ
テ
イ
ル
ガ
、

コ
レハ
古
ク
ヵ
ラ
ソ
« 

行

.ニ
テ
、
以
後
.モ
ソ
ノ
様
二
命
ズル
。
：今
後
ソ
ノ
様
ナ
行
為
ヲ
犯
シ■タ
者：.

ハ
八
べ 

芷

•=
•見
出
シ
罰
セ
ラ
レ
ル
1-
と
あ
る
。
メ
ミ
，ン
ゲ
ン
市
，附
近
の
農
民
敉
市
参
事 

会
宛
に
地
代
以
外
：の
穀
物
を

「

我
等
ノ
！

ト
ナ
ル
適
当
ナ
所
デ

」

自
由
に
販
売 

で
き
る
よ
う
要
請
し
て

115) °

ま
た
こ
の
地
方
も
員
杖
工
業
の
盛
な
地
方
で
都 

市

ッ
ン
フ
ト
の
農
村
工
業
|

に#'
'
し
農
村
.の
織
エ
が
抵
抗
し
た
：ご
：と
は
前
に 

め
べ
た
。

フ
ラ
ン
クフ
ル
ト
市
の
四
六
力
条
の
要
求
の
中
に
は
穀
物
投
機
を
排 

し
自
由
販
売
、が
主
張
さ
れ
、
更
.にテ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
も̂

^

■# ?

の
自
_

販 

壳
の
声
が
市
民
及
び
附
近
の
富
農
の
間
に
強
か̂た
と
：い
う
こ
と
.で
あ
る
。： 

か
く
し
て
明
確
な
商
品
生
産
者
的
な
要
求
は
先
進
地
帯
.の
.ス
イ
ス
、
テ.ィ
ロ
.
 

ル
と
西
南
ド
イ
ッ
の
.
.一.部
に
み
ら
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
地
域
が
先
濟
地
域
で
あ 

.る
と

共

に

農

村

，
エ

業

に

よ
り

商
品
生
産
に
全
農
民
層
を
巻
き
込
ん
で
い
た
こ
と 

は
こ
れ
ら
：の
地
域
の
農
民
を
し
て
：ー
致
し
て
こ
：れ
ち
'の
要

求

を

領

主

，
：

(

こ

,^
に 

'都
市
当
局)

，
に
主
張
ぜ
し
め
た
事
情
で
あ
ろ
う。
：
_

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
.の
.歴
史

的

意

義(

下

のu

 

ノ

こ
の
よ
う
な「

強
制
と
禁
制」

N
w
i
n
g

 u
n
d

 B
a
n
n
.

は
グ
ル
.ン
ト
ベ
ル
シ 

ャ
フ
ト
と
共
に
.古
い
起
源
の
樣
發
舡
対
す
名
支@3
権
で
あ
る
が
、
特
に
皇
帝
よ 

り
種
々
の
領
主
べ
の
イ
ム
，ニ
テ
ー
ト
特
権.

(

公
的
：負
扭
の
免
除

)

の
積
極
的
な 

'内
容
と
し
，で
現
わ
れ
た
。
し
か
し.そ
の
後
グ
ル
ン
ト
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
変
質
.に 

よ
り
農
民
と
そ
：の
共
同
体
の
自
立
性

〕

が
増
大
し
そ
の
自
治
に
お
い
て
或
る
程
度 

の
禁
制
と
強
制
が
成
立
す
る
：

1

方
、
他
方
：で
.は
王
権
が
衰
退
し
ッ
エ
ン
ト
罾㈣ 

所
を
始
め
と
.す
る
皇
帝
.の
'支
亂
権
ガ
.崩
姨
す
ると
共

に

'
.ラ
.ン
' テ
ス
.
.へル
を
 ̂

頭
と
す
る
封
建
的
支
配
奢
の
竽
で
裁
判
領
主
制
を
挺
と
し
て
領
域
支
酊
が
行
わ 

れ
る
に
至
.つ
た
。
ぞ
れ
と
共
に
と
め
村
落
支
配
権
は
村
落
共
同
体
の
自
立
性

 ̂

制
限
し
、
領
主
の
収A'
増
大
を
可
能
と
す
る.手
.段
と
な
つ
た
。

f

皇
帝
ズ
ィ
グ
ム 

ン
ト
の
改
革J

は
既
に
，こ
の
こと
を
指
摘
し
て
い
る
。
農
民
戦
争
に
.際
し
て
内 

，
部
に
既
に
.矛
盾
を
含
む
農
民
層
が
一
致
し
て
封
建
的
支
配
者
に
対
し
立
ち
上
つ 

た
灯
も
こ
う
し
た
裁
判
領
主
制
を
挺
と
す
る
村
落
支
配
が
先
に
み
た
よ
う
な
農 

民
办
生
活
を
脅
か
し
、
農
業
の
.魂
展
に
阻
止
的
に
働
べ
か
ら
で
.あ
つ
た
。
し 

か
も
こ
：の
よ
う
な
村
落
支
配
は
村
長
、
村
役
人
を
公
選
か
ら
任
命
制
に
変
え
； 

若
干
の
特
権
を
与
え0:
:つ
領
主
の
忠
誡
众
る
臣
と
：す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ 

ス
イ
ス
.の
グ
リ
ュ
ユ
ン
ゲ
.ン
の農
^

は
こ
の
よ
う
な
対
役
人
の
公
選
制
か 

ら
任
命
制
へ
.へ
の転
樵
に
抗
議
し
て
い
る
し
、テ
ィ
ロ
ル
に
.お
い
て
も
共
同
体の 

自

,-
^
と

裁

剖

官(

材
落
裁
判)

丨
の
公
選
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

ツ
ュ
ト
ー
リ
ン 

'ゲ
シ
の
濃
民
も
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
で
'あ(

る
伯
爵
の
自
^

限̂
に
抗
議
し
、
地
域
行 

政
の
役
人
を
公
選
す
：る.こ
一
と
を
要
求
し
て
い
る
。フ
ラ
ン

■
ケ

ン

で
も
領
^
:

II

家 

体
制
の
村
落
あ
®aが
農
民
戦
争
前
後
に
行
わ
れ
、
'村
長
、
.'村
役
人
が
領
主
の
公

四

五(

一、
一
四
三)



.
吏
の
性
袼
を
増
し
た:£
:と
は
前
に
の
沒
过
0
な
お
.「

土

1

ヵ
条
十
に
あ
る
牧
師
：
 

.の
公
適
の
要
求
は
広
範
な
農
民
の
要
求.に
み
ら
：れ
る
が
、
■
.こ
れ
は
村
落
の
自
治 

め
防
衛
と
結
！6

き̂
、
：；宗
教
改
#

に
ょ
 

'て
新
し
く
出
さ
れ
た
も
の
で̂

^

。
.
'- 

.

さ
て
最
後
に
こ
.

の
よ
ぅ
な
村
满
支：配
の
挺
と
杏
：？
た

霸

領

主

制

に

：つ
き
考 

察
し
て
み
よ
ぅ
。
グ

リ-.,1

V
.ゲ
ン
の
農
民
は
M
HI
J
.は
地
元
で
濟
ん
だ
紛
争
を 

+
ュ
ー
リ
ヒ
市
の
栽
判
：へ
持
ち

AJ

み
地
元
の
裁
判
を
廃
止
し̂

J

と

に

謹

し
 

.て
い
る
。'
ー
四
八
九
年
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
市
近m
の
農
民
の
1揆
.に
際
1
七
も
同
_

,様
の
苦
情
が
訴
え
ら
れ
て
い
が
。
：
ブ
ス
マ
ン
ハ
ゥ
ゼ
ン
の
農
民
も
領
主

.の
裁
判
'
 

の
恣
意
性
を
攻
擊
し
てW
が
。

ー
四
九
ニ
年
の
ヶ
み
プ
テ
ン
の
陳
情
書
に
も
罰 

.

金
、
判
決
の
^
酷
さ
が
訴
え
ら
れ
て
い
；

ST 。，
興
味
あ
る
の
は
：シ.ュ
ト
I
リ
ン
'ゲ
.
 

ソ
：の
農
民
の
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
訴
え
で
あ
る
。
即
ち
以
前
は
領
主
と
農
民 

或
い
は
農
民
相
互
間
の
民
事
的
な
訴
訟
や
借
金
等
の
事
件
に
つ
い
て
は
被
告
が 

土
地
の
春
で
あ
り
、.保
証
が
あ
れ
ば
捕
え
ら
れ
る
こ
；と
は
無
か'0
た
：し
、

i 

金
さ
克
あ
，れ
ば
釈‘放
"^
れ
た
。
所
が
最
近
は
そ.の
：慣
行
：に
反
し
領
主
が
有
罪
と 

思
え
ば
投
獄
さ
.れ
る
。
と
れ
に
対
し
あ
く
ま
で
判
決
に
ょ
る
べ
き
こ
'と
を
主
張
'
 

し
て
い
る
。
.更
に
九
条
に
は
公
正
な
栽
判
へ

Q

要
求
が
あ
る
。.村
.

Q
名
望
家 

E
h
r
b
a
r

が
村
々
で
持
た
れ
る
裁
判
で
公
证
な
判
決
を
下
し
て
も
.

「

役
人
ノ
気 

.
ニ
入
ラ
ヌ
時
コ
レ
ヲ
ラ
ン
ト
裁
判
所
へ'持
チ
出
シ
自
ラ
：判
決
^
：ト
ナ
リ
公
正
ナ 

判
決
行
ヮ
レ
ズ
:>
鮮
エ
、
先
ノ
判
決
者
ガ
度
々
罰
セ
ラ
ル
。
，
放
二
名
望
家
.ハ 

宣
誓
ニ
，ソ
ム
キ
自
由
デ
モ
確
力
デ
モ
.ナ
ク
何
時.モ
全
テ
ノ
法
ト
.理
性
ニソ
ム
キ 

役
人
ノ
.判
決
ヲ
自
ラ
ノ
判

決
}
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
ソ
ノ
役
人
ヲ
裁
判
デ
告
訴ス
，
 

ル
者
ア
レ
バ
、n 
ノ
者
必
ズ
不
公
於
ナ
裁
判
ヲ
受
ク

」

と

の

べ

ら

れ

て

ぽ

>。

. 

，
四
六
■(

一.
1

四
四)

'•
.:
こ
.め
例
は
封
建
.權
カ
の
警
察
的
な
胜
袼
の
強
化
と
、
.領
邦
国
家
体
制
处
整
備
に 

伴
ぅ
ラ
ン
ト
裁
判
所
丨
下
級
裁
判
所
の
系
列
に
よ
る
村
落
自
治

 
'へ
の
制
限
を
物 

語
っ
て
'い
石

'.
0
:テ
ィ
：ロ
：ル
で.；̂

名

な

：

一

因
〇
：四
年
の
条
例
が
世
襲
閑
有
権
を 

承
認
し
、•農
民
に
と
4
比
較
的
有
利
な
規
定
が
さ
れ
て
い
る
が.、一

四
七
©
年
、 

七
八
年
⑷
条
观
は
共
有
地
の
利
用
権
や
狩
狐
、
-
漁
撥
の
自
由
を
取
り
上
げ
る
為 

発
相
さ
れ
.て
い
る
。
：
こ
れ
ら
の
条«
の
発
祐
上
共
に
、
裁
判
関
係
を
通
じ
様

 々

.の

規

制

を

行

，っ

た

0
フ
ラ
ン
ヶ
シ
で
も
ヴ
ナ
ル
ッ
ブ
ル
ダ
司
教
が
唯
一
のラ
ン 

デ
ス
，へ
ル
と
な
り
、
共
有
地
、
特
に
森̂
へ
の
m
制
、
裁
判
関
係
を
通
じ
てP 

:顧
域

'支

配

=

村
落
支
®
.の
貫
徹
を
は
か
っ
て

jr̂
.

ヴ
ュ
ル
テ
ム
べ
ル
ダ
も
十 

五
世
紀
^
来
ラ
ン
ト
条
例
を
発
布
し
領
域
支
配
へ
と
志
向
し
、
：
先
の
^

:条
例 

を
定
め
市
爆
強
制
や
蹲
税
政
策
を
打
ち
出
し
て

1
1
3

P'
中
部
ド
イ
ッ
で
も
ラ
ン 

デ
ス
へ
ル
と
共
同
体
は
狩
雜-

I

. 

i
 

•

手

工

業
.夫
双
等
の
畠
㈣
を
め 

:<
*
り
対
立
し
：て
い
る
。
こ

こ

で

も

「

強
制
と
禁
制」

の
村
落
支
配
を
ラ
ン
ト
の 

条
例
で
行
い
、
裁
判
領
主
制
を
挺
と
し
で
こ
：れ
を
完
成
し
，た
。
'領
主
の
下
級
裁 

■判
は
本
来
の
村
落
裁
判
を
も
組
み
，い
れ
家
産
的
性
格
を
お
び
、

.

そ
れ
が
ま
た
ラ 

ン
-デ
ス
へ
ル
の
ラ
ン
ト̂

㈣
所
に
つ
ら
な
っ
.
て
行
く
と
い
ぅ
仕
方
で
領
邦
国
家 

体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
た
十
五
他
紀
以
来
の
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
め
ラ
ン

» ̂

r
j 

C

3 

* 

t 

.

.

1

:
_广
注
5
、
. 

-

ト
条
俠
発
冻
と
も
対^
す
る
。

. 

，
 

.
(

ニ〕

個

々

の

ー

農

民

へ

の

負

担

_
タ

有

名

な
.

「

十
ー
一
ヵ
条」

の
要
求
の
中
に
も
共
同
体
の
防
衛
.と
舞
に
個
々
の
農 

民
へ
の
負
担
に
.つ
.い
て

の

麗

も

し

.く
は
軽
減
の
要
求
が
あ
る
。
ニ
条
、
六
条
、 

七
条
、
八
条
；

V
十
一
条
が
そ
れ
で
あ
る。

.
’
.
.
：

.
' 

.

S
.

封
建
地
代
と
.し
.て
.の
貢

租A
b
g
a
b
e
,

様
々
の
名
称
.で
ょ
'ば
れ
；石 

と
の
貢
租
は
農
民
の.主
要
な
負
担
で
あ
り
、
広
範
な
農
民
め
支
持
す
る
要
求
で 

あ

っ

た
;0
し
か
し
又
§

体
に
関
す
る
問
題

q
p
'

にi

致
し
て
そ
の
撤
廃
ま
一
で 

要
求
す
る
と
い
ぅ
の
で
は
：な
く
、
徹
靡
か
ら
軽
減
ま
で
様
.々

の
搔
度
の
要
求
が 

み
ら
れ
る
こ
と
は.農I

®

の
分
解
の
察
実
と
連
り
、
農
民
の
間
の
矛
盾
を
表
.わ
.
 

し
て
い
る
。
穏
和
派
の
綱
領
と
い
わ
れ
る

「

十
二
力
.条J

に
お
い
て
は「

領
主
ガ 

名
誉
.ア
ル
人
ヲ
指
名
シf

t ノ
£
有
地
ヲ
点
^
セ
シ
メ
、
m
ff
e
ヲ
正
義
二
カ
ナ

:

cii
-
:56)

ウ
ョ
ウ
ユ
定
メ」

て
ほ
し
'い
と
い
ぅ
軽
減
の
要
求
が
の
べ
ら
九
て
い’る
。
革

命
.
 

派

の

a
ス
の
指
導
•し
た
ー
五
〇
ー
一
年
の
シ
ュ
パ
イ
エ
ル
の.ブ
ン
ト
.シ
ュ
ー
の
綱 

領
は
.
.

「

彼
等
.ハ
武
力
ヲ
以
テ
自
由
ヲ
獲
得
シ
.最
早
如
何
ナ
ル
支
配
ヲ
モ
欲
シ
ナ 

.イ
ト
決
意
ス
ル
。i

ナ
ル
Mt
i
が

、
如
何
ナ
ル
十
分ノ
ー 

税
モ
私
ヮ
ズ
、
諸
侯
ユ 

対
シ
テ
ハ
関
税
ヤ
ソ
ノ
他
ノ
貢
租
モ
コ
レ
ヲ
趴
メ
ナ
イ
。
彼

等
.ハ
最
-¥
-
^
何

ナ
 

ル
責
租
.義
務
カ
ラ
.モ
解
放
サ
レ
.ル
コ
.ト
ヲ
要
求
ス
.ル」

と
の
.ベ
て
お
.り
十
一
，
一
力 

条
と
の
間
に
.は
明
自
な
相
違
が
あ
ん
。
ま
た
ア
ル
ゴ
イ
農
民
団
や
フ
ラ
ン
ケ
ン 

の
タ
ウ
バ
ウ
タ
ル
農
民
団
の
綱
領
を
み
る̂
ア
ル
ゴ
イ
で
は「

交
渉
ノ
マ
ト
マ 

ル
マ
デ」

こ
れ
を
罾
i h

す
る
と
い
い
、

フラ

ン
ケ
ン
で
も「

申
間
ノ
時

期
一
一
ハ
如 

_伺
ナ
ル
領
主
一
一
モ
地
代
、
十
分
ノ
一

 
双
、

相
続
税
シ
ノ-# 

ヲ
納
メ
ナ
イ
、
.聖
ナ
ル
神
ノ
真
趣ノ
書
ノ
学
者
ガ
改
革Ke

f
o
r
m
a
t
i
o
p

ヲ
行 

イ
、
聖
俗
ノ
支
配
者.へ
負
担
ヲ
納
メ
ル
義
務
ガ7
ル
ヵ
ド
ウ
.カ
：ヲ
決
定
ス
：ル
デ 

:ア
.ロ
ウ
1
>
.
©
べ
ブ
ン
ト
レ
ラ
ー
程
で
は
な
い
が
、'十
ニ
ヵ
条
办
ょ
ヶ
な
最
朝.
 

.か
ら
の
妥
協
的
な
軽
減
の
要
求
で
は
な'い
。
こ
れ
ら
ニ
つ
':は
急
進
的
な
農
民
団 

と
さ
九
て
い
る
。
そ
の
.他
矢
張
り
巔
進
购
で
あ
っ
た
へ
ガ
ウ
で
も
同
様
の
負
担

ド
ィ
ッ
.農
民
戦
争
.の
旖
史
的
意
義
：

(

下
の

.

U

、

.

の
根
拠
の
再
検
討
が
要
求
さ
れ
、
農
奴
出
身
の
イ
エ
ッ
ク
ラ
イ
ン
• 
ロー

ル
バ 

ッ
ハ，
.の
指
導
す
る
ネ
ッ力
ー

を

ル

で

も

地
代
、夫
役
、
税
金
の
拒
否及
び
‘

(

注
59) 

、
 

.

税
金
の
抵
戻
し
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
更
に
興
味
あ
る
こ
と
に
は
タ
ウ
バ
ウ
タ 

,ル
農
民
団
、乾
合
流
し
た
メ
ル.ゲ
ン
.
#ハ
イ
人
の
農
民
は
一
切
の
負
担
を
拒
.否
し 

;て
^
100
テ

-?
-、
リ
ー
ン
ー
ゲ
ジ
地
方
で
も
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ッ
ブ
ル
グ
^
^
の
農
民
は

(
注61)

一
切
.，の
負
担
を
拒
否
し
て
い
る
し
、
個̂
に
は
若
干
の
例
も
み
ら
れ
る
。

H

ル 

ザ
.ス
-の
農
民
団
は
急
進
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
皇
帝
へ
の
4
。へ
ニ
ヒ
の
負 

担
の
み
負
う
と
主
張
し
て
い'る
。
.
テ
ィ
P
ル
で
は
一
五
一
一
六年
^
活
躍
し
た
ガ 

.イ
ス

.マ
：イ
ャ
-
の「

ラ
ン
ト
条
例」

案
に
.は
協
議
に
よ
っ
て
負
担
の
義
務
を
決
定 

.す
る

こ

と

を

提

案

し

て：

こ
の
よ
う
：に
急
進
的
な
農
民
団
に
お
い
て
は
負 

担
の
拒
否
、
再
検
討
の.要
求
が
み
ら
れ
る
が
、
大
半
の
農
民
固
の
要
求
は
軽
減
の 

線
に
留
ま
っ
.て
い
た
;0
一
 
四
四I

年

の

グ

リ

ュ
-ン
ゲ
ン
の
農
民
は
穀㈣ 

に
つ
い
て
最
良
の
質
を
要
求
さ
れ
、
そ
の
上
割
当
額
が
増
大
し
て
い
.る
こ
と
に 

苦
情
を
の
べ
て111)

。

：、、ハ
.
ルト
リ
.

V

ゲ
ン
農
民
団
は
穏
和
派
で
あ
っ
た
が
、
こ 

.
こ
の
エ
ッ
フ
ィ
ン
ゲ
ン
村
の
罾1?
«
は

「

双

_
貢
租
デ
苦
シ
ム
、
双
罾*
ま
ノ 

.マ
マ
'1

留

.ル

.コ
ト
，ヲ
望
ム」

と
あ
る
し
、
；同
じ
地
方
の
ブ
ス
テ
ッ
テ
ン
村
で
も 

.「

一
ユ
，
ッ
へ
ル
ト
、
四
フ
.ィ
アテ
ル
の
..
ラ
イ
麦
、
大
麦
.ニ
ス
べキ
コ
ト」

を
要 

.求
し
て
.い
る
。
こ
の
地
カ.で
は
一
般
的
に
高
騰
の
阻
止.が
う
.た
わ
れ
て
い
る
。 

レ
ン
へ
ン
：の
契

約

書

で

は
-.
貢
租
堪
ェ
エ
ヌ
時
は
公
正
な
人
士
ヲ
双
方5

ヶ
•
 

貢
租
ノ
軽
減
ヲ
ハ
カ
ル
べキ
コ
ト
^
と
し
全
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
の
会
議
か
、
次
：

.

■:
:(

注
S5)

0
帝
国
議
会
で
の
検
討
を
提
案
し
て
い
る
。
ズ
..
：ェ
ン
ド
ガ
ウ
：の
口
ー
ゼ
ン
フ

K 

ル)

ス
羅
シ
ノ
う
タ
々
へ
ン；
' マ
，イ
ヤー

ト
：ム
村
の
陳
情
書
は

「

年
々
君
主
へ
百

'

:.
. 

I

.

.

..
10
3
七

2
: 一
©
五)



十
フ
ィ
ア
テ
ル
ノ
1C
物

ノ
他V

十
八
フ
ィ
ア
テ
ルヲ
r
タ
ニ
納
メ
ザ

ル
.

ヲ
.

得
.

'■
‘ - 
.
 

- 

、
'

.

.*.

-
(

注
66〕

.
■
/'■

:

.

.

.
、ス
、
3
ノ
新
タ
ナ
理
由
不
明
ノ
負
祖
ノ
靡
止
ヲ
求
ム

」

.

.と
&
る
。.
.
.
プ
.ラ
ソ
.
.ケ
ン
.，

•
'の
穏

和

派

.
オ

ー

デ

ン

ヴ

ァ

ル

ド

農
'^
団

の
.

「

T-
:
モ
ー
ル
バ
ッ
ハ
宣
言

」

で
は
改

.

革
の
行
わ
れ
る
迄
實
租
は
納
め
、
、
大
十
分
の
.一
税
は
中
止
す
る
と
い
ぅ
方
針
を

.
S)
'

. 

:

.

出
し
て
い
る
。

フ
ラ
，ン
ケ
 >

 
の
へ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
シ
チ
タ
：ル
；バ
ウ
ム
村
で
■% 

t

貝

租(

大
半
現
物
 ̂V
一
 
部
货
幣)

の

養

が

要

求

さ

れ

：て̂

|
テ̂
ユ
ー
リ
ン
：

^
ン
.で
■も
ヴ
エ
、
ッ
_-
フ
タ
ル
、
' 

' 
オ

X
.ト
ハ
..
ウ

^
ン
.、
ナ
ウ
..
ム
.ブ
■ル
グ
、.
‘ハ
ル
バ
.丨..

, 

、
-

X
69
J

シ
ユ
.タ
ッ
ト
等
い
ず
れ
も
軽
減
を
要
求
し
て
.

T

る
。.

，
 

ぐ
封
建
地
响
で
あ
る
こ
れ
ら
の
負
担
は
我
々
の
問
鼠
と
す
る
地
域
で
は
生
産
物 

地
代
が
支
配
的
で
あ
マ
た
こ
と
は®
一
節
で
の
ベ
た
。
.例
え
ば
''
一.
ユ
ル
ン
べ
ル 

ダ

の

醫

®

一
 
四
力
所
で
は 
一
©
®」

ー
年
に
ナ
分
の
ー
税
と
貴
租
の
大
半
を
穀

. 

パ
物
で
納
め
..
て
：い
た
^
、
.
'
.

ユ
丨!|
、ハ
'丨
;̂
_ン

.̂
.ン
、.メ
、、へ
'/
.ゲ
'ン
.
、
，.
.
口

 
■丨
チ
V
.、フ
/ル
.ダ 

■»
•
-■等
で
も
同
様
で
あ
，
つ
た
し
大1

に
.お
い
て
は
ど
こ
で
も
穀
物
及
び
葡
萄
酒
貢 

租
が
収
入
の
決
定
的
部
分
を
占
め
て.いS

。

も
ち
'ろ
ん
要
求
の
中
に
も
み
ら
れ
：
. 

た
ょ
ぅ
に
貨
幣
貢
租
も
負
担
の
一
：部
と
し
て
存
在
し
た
し
、
貨

^
地

代

べ

の

耘
.

.

1ソ

化
も
大
都
市
の
所
領
等
で
，み
ら
れ
な
か
つ
た
.わ
：け
_で
は
ち
い
.0
:に
も
枸
：わ
ら
ず 

十
六
世
紀
に
こ
れ
ら
の
地
域.で
は
現
物
貢
租
が
^
配
的
で
あ
つ
た
こ
と
は1»
3£ 

と
農
民
と
の
関
係
に
卞
い
て
な
お
領
主
の
側
に
主
導
権
が
存
在
し
、
両
者
の
間 

の
生
産
関
係
は
な
お
そ
の
封
建
的
性
格
を
本
質
的
，に
も
マ
て
い
た

0.
領
主
.は
当 

時
生
産
物
地
代
を
維
特
し
、
自
己
消
費
分
以
上
め
余
剰
部
分
.を
^

E

場
で
大 

量
に
販
売
し
収
入
の^
定
を
は
か
：つ
.た
こと
も

前
に
の
ベ
た
。̂

^

i

ね

と

.
 

货
幣
地
代
を
め
ぐ
り
領
主
は
前
者
を
農
民.は
後
者
を
求
め
、
封
建
的
土
地
所
有

と
農
民
的
土
地
保
有
と.の
間
.で
深
刻
な
紛
争
を
行
：っ
て
い
た
こ
と
は
罾I
か 

ら

^
调
断
で
ぎ
る
が
^
当
時
貨
幣
地
代
^
転
化
し
た
場
合
も
^
れ
は
領
主
の
慈 

悲
：に
よ
る
も
の
と
し
て
最
高
の
価
格
に
つ
り
上
'け
ち

テ

ィ

这

ル

の 
一
2L 

.
ブ
ー
1年
の
ゥ
ル
テ
ン
め
判
告
書
は
農
民
が.レX

ト

第

ー

：

日

曜

と

舉

ゲ

.
オ

ル

グ

の

日
に
穀
物j

貝
租ketraidzlns

を
持
参
す
る
こ
.，と
に

な

っ

て

い

た

が

^
ft
.を
申

■ ■ 

• 

• 

. 

•

し
立
て
る
の
で
今
後
ガ
リ
の
.日
と
聖
ァ
ン
ド
レ
の
日
躍
の
後
の
土
曜
に
毎
年
プ 

ラ
ゥ
ン
ス
'。へ
ル
ク
城
ベ
持
参
す
る
こ
：
.と
を
規
定
し
'

r

ソ
ノ
穀
物
貢
租
ヲ
納
メ
ヌ.
 

モ
ー/
君

主
.-一
一
.シ
.ュ++..'
タ
.ィ
ン
.
二
 

;.
ッ
.キ
一
一.ク
'卩
ィ
ッ
-.ァ
，:!
.
ヲ
今
迄通
リ
納
メ
ル
ベ 

キ
.
.コ
トJ

と
規
定
し
て
.い
る
し
、フ
.ラ
ン
ケ
ン
の
メ
ル
ゲ
ン
ト
ハ
イ
ム
.の
マ
ル
ケ 

ル
ス
.ハ
ィ
ム
村
：の
判
告_
も

,-
1若
シ
土
地
保
有
者
.ソ
ノ
貢
租
ヲ
館fr

onhoe. 

1
1;年
:̂
定
メ
，ラ
レ
す
時
期ニー
 
納
メ
ヌ
時
ハ
、.
館
ノ
役
人
特
別
ノ
許
可
ヤ
裁
判
関 

.
係
ノ

役

入

ナ

ク

.
：

シ
，；

テ
.差
^

ル権

利

&
 
'
ヲ
キ
ッ」

と
規
定
し
て
あ 

り
、
1貝
租
取
り
立
て
の
厳
し
さ
を
十
分
推
定.せ
.七
め
%7
'
こ
れ
ら
の
負
担
が
ど 

の
程
度
農
民
の
肩
に
か
が
っ
た
か
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
.
ヴ
ュ 

.
ル
ン
ア
ム
^
ル
グ
ー
の
ホ
ー
へ
ジ
ベ
ル
ダ.倚
領
の
農
民
は「

我
等
ノ
領
王
最
良
ノ
土 

地
ヲ
自
ラ
持
チ
.(

直
営
地
で
あ
ろ
ぅ)

更
ニ
他
ノ
土
地
ヵ
ラ
収
獲
サ
レ
タ
榖
物 

ノ
束
ヲ
三
分
ノ
一
ァ
四
分
.ノ
ー

 
ト

取

主

ゲ」

る
と
の
べ
.て
い
る
。
ィ

ナ

マ
'
 

シ
ュ
' テ
.ル
ネ
ッ
ク
も
地
代
負
担
を
収
權
の
三
分
ノ
：
一
、
農

民

の

負

担

全

体

を

.

cri
-
:75) 

■

U1
分
の
.ニ
と
し
て
：い
る
。
も
ち
ろ
：ん
こ
れ
は
土
地
保
有
の
違
い
に
よ
っ
て
も

.

異
な
っ
.た
.
.で
あ
ろ
ぅ
が
'
.大
部
分
の
小
規
模
農
民
、
；
貧
農
に
は
、
相
当
の
重
荷

、で
あ
つ
た
と
：と.は
第
一
一
節
に.あ
げ

た

作

.に
ヴ
ュ
ル
テ
ム
べ
ル
グ
で
ラ
ン
デ
ス

へ
ル
が
中
農
：に
は
貸
与
、
：
.
'貧
農
.に
は
下
附
と
ぃ
ぅ
政
策
を
ぅ
ち
だ
し
た
例
を
み

て
も
、
，
農
民
办
借
金
が
貢
租
が
未
払
か
ら
来
る
も
の
'を
含
ん
で
い
'た
こ
と
か
ら 

も
、
'農
民
の
.広
範

な
;@
減
の
要
求
、
判
告
霄
の
厳
し
い
調
子
か
ら
も
い
え
よ
ゲ
。

的
十
分
の

一

税
"

z

e

l

v

:

.

:
こ

れ
は
宗
教
改
革
と
の
関
連
.で

広

く

問

揭 

に
さ
れ
’

た
が
、
既

に
—*

四
七
六
年
の
フ
ラ
ン
ケ
ソ
'

の

-
ク
ー
ブ
ス
ハ
ゥ
ゼ
ゾ
の
一'. 

換
に
お
い
て
ハ
.

ン
ス
.

ベ
：I

ハ

イ

ム

に

よ
り
そ
の
反
対
が
叫
ば
れ
て
.

い
る
し
、

.

1

五
0
ニ
年
の
ブ
ン
ト
シ
ネ
ー
で
も
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
そ
め
拒
否
が
主
張
さ

.
 

れ
て(

r
^
.

こ
の
間
題
に
'お
い
て
も
穀
物
貢
租

AT

同
様
に
急
進
派
農
民
団
に
お 

い
て
は
全
■般
的
拒
否
が
問
題
と
な
っ
て.い
る
の
に
対
し
、
パ
大
多
賢
の
農
民
団
は 

「

十
二
力
■条J 

.の
主
張
の
様
に
大
十
分
の
一
税
は
認
め
、
小
十
分
の

1

税
を
拒 

杏
し
て
い
る
0
.レ
ン
へ
ン
の
契
綠#
を
み
る
と
こ
の
大
と
小
の
区
別
が
は
っ
き
，
 

り
す
る
。

「

以
後
葡
萄
酒
、
穀
物
、
燕
爱
、
小
麦
、
ガ
ィ
ン
ケ
ル
小
麦
、
、ド
イ
ッ

. 

小
麦
、
大
麦
ハ
コ
レ
ヲ
納
メ
ル
べ
キ
コ
ト
へ
木
材
、
ビ
I
ル
、
'麻

，
'
_

、

：

小
 

球
葱
、
仔
牛
、
豚
、®
鳥
、
密
蜂
、
馬
等
ノ
小
十
分
の

1

税
ー
ー
数
エ
：
.
ラ

レ

ル

モ

ノ

八

フ 

後
一
切
ソ
ノ
.義
務
ヲ
負
ヮ
ズ
。'乾
草
、
麻
の
十
分
の-一.税
バ
：以
前
義
務
ノ
ナ
キ 

，そ
ノ
_

モ
コ
レ
ヲ
負
ヮ
ズ」

と
し
i

が
あ
っ
.た
も
の
は
現
状
のま. ：

ま
と
し
V 

こ
か
ら
の
徴
収
に
は
名
望
家
を
任
命
す
る
こ-と
を
規
定
し
て
い
る
。
テ
ィ
.ロ 

ル
、
ス
イ
ス
で
は
こ

Q

外
チ
ー
ズ
の
よ
う
な
も
の
も
小
十
分
の

T

税
に
.入
っ
て 

^

0
こ
の
よ
う
な
十
^
の
、

f,

税
は
ド
イ
グ
に
お
い
て
王
権
の1

化
と
結
び 

つ
：い
て
教
会
の
封
建
的
支
配
者
と
し
て
の
比
較
的
大
き
な
役
割

に

よ

り

、

農
^

 

.の
肩
に
様
々
の
.負
担
を
が
け
て
い
た
こ
と
：は
、
レ
ジ
ー
べ
ン
契
約
書
の
具
体
的
な 

叙
述
に
お
い
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う'0
宗
教
$

の
火
の
手
が
±-
る
や
こ
0
負 

担
は
余
計
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
大
齒
模
の
'拒
否
連
動
を
ひ
.き
お
.こ
^
た
。

ド
•イ
ツ
農
民
戦
争
の
歴
史̂-
意

義(

下

の

.一.

〕

.
'

' 

”
農

奴

身

分

ホ
&
技
的
印
ロ
及
び
そ
れ
と
”結
び
つ
い
た
負
担
こ
の 

要
求
は
農
民
が一

致
し
て
反
対
を
唱
え
、

「

十
一
一
ヵ
条」

に
お
い
て
す
ら「

福
音 

書

>
ヨ
ッ
テ
我
々
ガ
農
奴
デ
ア
ル.コ
ト
ガ
示
サ
レ
ヌ
上
：ハ
、
真
ノ
キ
リ
ス
ト
者 

ト
，シ
テ
我
々
ヲ
農
奴
ノ
地
位3
リ
M

サ
レ
々
コ
ト
ハ
当
然
ノ
コ
ト
デ
ア
ロ 

•
^

」

ど

©:
べ
，て
'い
.
>
|
。
-ブ
、ス
ネ
ン
.：ハ
ケ
ゼ
'ろ
の
農
民
は
.

「

我
等
コ
レ
ニ
ッ
キ
挛 

書

；ニ
：何
等
見
出
サ
ズ
、

ヨ.ッ
テ
我
等
自
由
タ
ル.モ
ノ
ト
ス」

と
主
張
し
た
が
領 

主
ハ
ン
ス
，

V

フ
ォ
.ン
'
.ロ
レ
ト
は「

自
由
意
志
デ
自

ラ

ソ

ノ

身
分
ト

ナ
リ
擦
印

• 

.

(

注
81)
...

シ
タ
ル
者
ノ
外
>ー
余
ハ
十
人
モ
ノ
農
奴
ノ
ミ
持
ツ‘
1と
回
答
し
て
い
る
。

一
四

七
八
年
八
月
、ゾH.

ヴ
ア
|
.べ
.ン
の

-
ウ
ン
ス
.■ハ
イ
ム
村
の
'ア
ン
ナ
.
ゲ
ッ
ケ
ル

. 

•

.マ
ン
：ば
そ
の
夫
べ
ル
ン
ハ
ル
ト•デ

ッ
：ケ
ル

.マ
シ

於
.農
奴
象
分
で
あ
っ
た
為 

.

「

私
自
由
ト
善
ナ
ル
意
志'ヲ
以
テ
、
'全
ク
強P

サ
レ
ズ
私
及
ビ
私
ノ
子
供
：

.及
ビ
子
々
孫
々
*-.
至
ル
迄
、''
へ
ル
バ
ッ
ハ

I
様
及
ビ
ソ
ノ
砠
M

i
ハ
^

^

,

:

- 

.

.

.

.

.

.

ニ
農
奴
身
分
ト
シ
テfcs
r rechte leibaif

2T

<I>.n L
e
u
t

tf
c
エ
ル
コ
ト
ヲ
誓

、il
2 > 

. 

■

.

や」

，と
の
べ
て
い
8̂a

こ
の
村
に
は
ア
ウ.ダ
.ス
ブ
ル
グ
司
教
.に
属
す
る
農
奴
身 

:'(

注
83) 

;
 

,
 

- 

/

分
の
者
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
奴
身
分
制
は
地
方
に
よ
つ

_
て
か
な
り
異
な
り
ス 

イ
ス
か
：ら
西
南
ド
イ
ツ
フ
ラ
シ
ケ
ン
の.伝
統
の
古
い
地
域
に
残
存
し
、
中
部
ド 

イ
ア
で
は
殆
ど
問
題
と
な
る
程
で
は
な
が
づ
た
-レ
テ
ィ
ロ
ル
で
も
少
な
か
っ
た

.

.

.

.

.

crt
-
'
s
s

) 

.

と
い
わ
れ
る
:°
し
か
し
又
処
に
±:
つ
て
.フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ノ
イ
シ
ユ
タK

ト
村
や 

聖
ぺ
I
テ
ル
修
道
院
の
シ
ユ.

ヴ

ァ.

ル
ツ

ア
ッ
，
ハ村
.の
よ
ぅ
に
村
べ
入
る
者
全
て 

が
農
奴
と
な
る
し
、へ：
一S

九
一
一
.年
の
ケ
ム
プ
テ
ン
修^S

の
農
民
が
訴
え
て
い 

る
よ
ぅ
な
自
由
土
地
保
有
考
か
自
由
通
行
の
自
甶
を
奪
わ
：れ
、
農
奴
身
分
の
者 

.と
結
婚
す
る
ど
農
奴
身
分
に
転
落
し
、
自
由
土
地
保
有
の
譲
渡
を
！̂

内
に
制

/
.

四

九(
1

一
四
七)

.

.



 ̂

- メ-

.

.

.

.

限
す
る
等
の
土
地
：へ
の.緊
縛
の
試
み
も
あ
っ
た
"
こ
の
農
奴
身
分
と
本
来
結
び 

づ

.い
て
い
た
負
担
に
は
人®
㈣LeibziDS.,

. 

®w:
祭
用
の
^

や
小
額
の
貨
幣 

實
祖)

ど

毎

年

出

頭

の

着

、
夫
役
、
相

統

微

Hodfall

と
い
，，っ
お
も
ので

家

.
 

.玖
> 
負
担
に
つ
い
て
ば
大¥-
:は
物
化
さ
^
て

_

。
ニ
五
0-
五
年
以
来
；ス4

发

:■ 

の
ブ
ビ
、
コ
ソ
僧^

^
の
4
奴

1
相
続
税
の
厳
し
.さ
を
訴
え
て
お
り
、
>-
-
:

」

杧

8. 

の
負
担
む
内
特
に
こ
の
相
線
税
が
附
題
と
，な
っ
て
い
る
と
と
を
汞

k
て
い
る
。
：

'と
の
相
続
税
は
農
奴
身
分
の
脊
が
死
亡
ル
た
場
合
、
家
畜
、

(

衣
類
等
を
夫
婦
の
へ 

内

：一
A
の
者
に
つ
い
て
は
半
分
、
ニ
人
に
づ
い
て.ゆ
乇
の
全
部
を
領
主
.：

(

所
騰 

の)

へ
差
し
出
す
貢
納
で
あ
り
、
十
穴
世
紀
に
は
こ
れ
が
貨
^

納̂
と
が
っ
て
.い
：
 

た
も
の
も
少
な
く
な
い。
.ま
.た
通

行

の
自

甶

の
i

や
^
:
領
主
と
農
奴
領
主 

と
が
二
重
の
場
ム^

の̂
一
1重
の
食
担
等
余
訊
.な
負
担
と
制
限
が
存#
し
|
。 

し
か
も
中
世
後
期
以
来
の
農
民
の
自
立
化
と
宗
教
改
革
の
平
等
の
思
想

.か
ら
、 

農

民

は
一
致
し
て
激
し
い
.抗
議
を
農
奴
身
分
制
そ
の
も
の
に
打
ち
出
す
に
到
マ

こ
0 

.

.

.

.

.
- 

.

.

.

.

.

.

. 

, 
' 

-
ソ

太
.農

民
戦
争
の
際
の
激
し
い
農
奴
身
分
制
へ
の
抗
議
は
、
農
奴
身
分
以
外
の
も 

の
に
も
相
続
税Todfall, 

Bestharapt :

が

か

か
っ

て
い
た
こ

と

に

ょ

って 

理
解
さ
れ
るo

r

十
一一

力
条」

で

も

r

ソ
レ
ハ
完
全
に
廃
棄
サ
ル
ベキ
プ
ア
リ
、

バ
何
人
モ
ソ
レ
ヲ
支
私
ゥ_
務
ヲ
負
ヮ
ナ
イ」

と
主
張
さ
れ
、
農
奴
身
分 

制
へ
の
撕
議
と
共
に
穏
和
な
要
求
の
中
で
そ0'
激
し
さ
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と

は
、

こ
の
負
担
が
農
民
^
!
体
へ
の
侮
辱
と
し
て
ぅ
け
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

■
し
て
い
る
。
.フ
ラ
ン
ケ
ン
.
の
メ
ル
ゲ
ン
ト
ハ
イ
ム
の
農
民
は
す
べ
て
の
負
担 

{相
続

税Hauptrecht '

を
含
む)

を
拒
否
し
た
後
続
げ
て

「

最
早
農
奴
ナ

五
.〇

(

—•
'一
：因
八)

か
^
ベ
：キ
コ
.ド
4
わ
办
ベ
て
い
る
：。
：こ
の
地
方
の
：マ
ル
ケ
ル
ス
ハ

.イ
ム
.村
の
判 

■告
書
に
は
.

F

相

続

税

^

関

ス

ハ

ル

コ

ト

:°
マ

ル

ケ

ル

ス

.ハ

イ

ム

二

オ

ケ

ル

相

続

税
 

H
a
u
p
t

Hleeht
'

ニ
関
み
ル
'コ
h:
-
.。：

即
チ
土
地
保
有
者
死
亡.セ
.
：
ル

時
/:
,
イ

工

ン
 

•■
'
.ハウ
ゼ
ん
、壬
君
相
続
税

b
e
s

c+.haupt:K

取
リ
僧
院
長
マ
タ
ハ

•

ソ
ノ
役
人
他
ノ 

•l>egthaup

c+
.ヲ
取
ル
ゴ
ト
？

子
供
ガ
残
ッ
ダ
.時
後
見
ノ

 
土
地
保
有
者
双
方
/
.

.君
主
二
'コ
レ
'ヲ
納
一
'メ
ル
.ベ
'キ
■コ
ト
？
一

…
…

土
地
保
有
者
.二
,シ
テ
馬
.マ
タ
ハ
^
w 

ブ
持
>;
ヌ
#
死
亡
セ
.ル
時
モ
コ
レ

.ヲ
納
ス
ル
べ
キ
.コ
ト
ヶ
力
カ
ル
時
.ハ
月
曜
日 

■若
シ
ク
.ハ
教
会
ヤ
街
へ
行
ク
時
着
飾
ル
：最

良/:
衣
服
ヲ
確
実 
一

t .

納
メ
ル
べ
キ

口 

.ト

と

.あ
る

.0

.テ
>
口
ル
'の
ウ
，ル
テ
ン
の
判
告W
も

.
pit
RH
.ウ
ル
テ
シ
^
 ̂

ノ
全
テ
入
農
民
、
：；
養

W
?
.

マ
：’タ
パ1

尸
主
'死
亡
セ
.ル
時
最
良
.ノ
牛

I
 pest 

•rind
，

ヲ
持
ツ
限
リ
コ
レ
ヲ
納
メ
ル
べ
キ3••
ド
、

.力

.カ
ル
義
務
古
来
ノ
慣
行
二 

'

シ
テ
常
に
納
メ
ラ
レ
シ
モ
ノ
ナ
リ
、
故
一
一
上
記
ノ
領
民
以
歡
モ
カ
カ
ル
義
務

.ヲ
：
 

.
人

コ
レ
ヲ
好
ム
拒
否
ヲ
ス
ル
コ
K
急

度

ナ

クa
n

 all w
a
i
g
e
r
u
n
g

 _

コ
レ
ヲ 

納
メ
、
..コ
レ
ニ
ツ
キ
何
等
改
革ヲ
セ
ザ
ルn

トJ
.

と
の
べ
そ
の
厳
し
さ
を
表
明 

し
て
い
が

.0
ス
イ
ス
の
ソ
口
.ト
ル
ゾ
の
：シ
^

タ
イ
ン
.
|
め̂
農
民
の
言
^"
は
こ 

.

の
ゼ
ぅ
な
領
主
の
菏
酷
な
仕
打
ち
に
対
す
る
.#
民
の
憤
り
の
気
持
を
良
く
表
わ 

し
て
い
る
。.

「

疋
直
チ
ル
者
ソ
ノ
'子
.ヲ
亡
ク
.サ
バ
、
' 哀
レ
ナ
子
ヲ
先
エ
ル
痛
ミ 

デ
満
テ
ル
、

-ー
、
長
男
デ
'ア
レ
パ
ソノ
上
び
<D
g
c+
J
^
a
p
t
ヲ
ト
.ラ
ル
、
若
シ
人
死 

ナ
パ
、

ニ
、
.三
頭ノ
最
良
ノ
家
畜
ヲ
出

.サ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、

ソ
ノ
上
：一
家
ヲ
養
イ

I

.
 

•

.

I

)

借
金
ヲ
返
済
シ
、：
.カク
テ
日
々
貧
シ
ク
過
サ
ザ
ル
ヲ
得
ズ

0」

㈡
.
そ
の
他

の

負

担，

⑴ 

土
地
保
有
移
転
.料

.

Handlohn, wesitzwechselabgabe.

と
れ
は
元
来
無
か
マ
た
負
担
で
あ
る
が'、
中
世
後
期
に
土
地
の
：移

転

が

農

民

の•
の
負
担
：の
上
に
現
金
で
の
税
金
が
か
か
っ

て
：く
る
こ
と
に
抗
議
が
む
け
ら
れ
て

(

注
o j

自
立
性
の
堉
大
と
共
に
発
展
し
て
く
る
や
、
領
主
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
土

地

保

有

■

い
^

こ
の
税
金
は
ホ
ー
へ
ン
.ベ
ル
グ
伯
領
の
例
だ
と
資
産
税
で
あ
っ

.て
、
資 

移
転
の
^

と̂
領
主
の
収
入
増
大
の

H

重

の

目

的

に

利

用

さ

れ

た

貨

幣

貢

租

で•
産
評
価
額
の
五
％
と
な
マ
て
い
る
か
ら
、
中

農*貧
農
に
：と
っ
て
か
な
り
の
負 

あ
る
。
し
か
も
売
手
か
ら
も
買
手
か
ら
も
両
方
取
ら
れ
た
し
、十

五

•
六

世

紀

に

担

.と
紅
‘っ
.た
こ
と
.は
間
違
い
な
い
。

ー5
ー_三
.年
の
ぐ
の
地
方
の
農
民
はi

(

右
93
ノ
 

• 

； ：. * 

(

$
01
2

增
大
の
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
農
民
に
と
フ
て
非
常
な
負
担
と
感
じ
ら
れ
た

0

殊

イ

税

-
間̂
接
税
十
と
に
苦
情
を
め
ぺ
て
い
ぞ
間
接
税
は
パ
ン
や
葡
萄
酒
等
の

.
 

に
中
部
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
裁
判
領
主
制
の
ラ
ン
デ
ス
べ
ル
の
手
で
ラ
ン
ト
条
例

' 

生
活
必
需
品
.へ
が
け
ら
れ
特
に
都
市
で
激
し
い
反
対
を
ま
き
起
し
た
が
V
一
 
五
.

4 V

に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
ス¥

.

こ
の
負
担
は
富
農
に.も
貧
農
に
も
等
し
ぐ.

'
ニ
五
年
三
月
の
ヴ
イ
ダ
ー
ゲ
ル
テ
ィ
：ゲ
ン
の
農
民
の
い
う
よ
う
に
、
■葡
萄
酒
等

(

注10) 

,

.

童
荷
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は、
.
農

民

がI

致

し

て

そ

の

廃

止

を

要

求

し

て

い

る

の

小

売

価

格

が

上

り

農

民

殊

に

下

層

の

者

.の
消
費
生
活
に
ひ
び
：い
た
。

め
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

フ

ラ

ン

ケ

ン

の

ロ

ー

テ

ン

ブ

ル

ダ

や

メ

ル

ゲ

ン

へ

/⑶
；f

強
制
と
禁
制」

.
に
よ
る
様
々
の
使
用
料
ノ
こ
れ
は
先
に
の
ベ
た
様 

K
ハ
イ
ム
.の
農
民
も
こ
れ
に
つ•い
で
苦
情
を
の
べ
て

(

^
^
'テプロルでもこ々
の

_
制
が
か
け
ら
れ

て

い

る

場

嘉

主0
水
車
小
屋
、:。ハ
ン
焼
小
屋
、
葡
萄 

め
廃
止
は
メ
ラ
ン
綱
領
で
要
求
さ
れ
、

こ
れ
に
つ
い
て
ば
一
五
三
二
年
の
ラ
ン

■
.
/圧
搾
所
、
醸
造
小
屋
、
風
呂
等
を
強̂
的
に
使
用
さ
せ
、
そ
の
使
用
料
及
び、
.

.
、
史

册

〕

 

.

.

.

.
 

ノ

ト
議
会
で
こ
の
軽
減
の
命
令
が
出
さ
れ
て
い
か
。
フ
ラ
シ
ケ
シ
の
マ
ル
ケ
ル
ス
賃
金
を
現
物
又
は
貨
幣
で
取
る
も
の
で
あ
る

.。
こ
.れ
に
つ
い
て
は
前
に
も
の
べ 

ハ
イ
ム
.

村
の
判
告
書
に
は
：

1
.

フ
ィ
ア
テ
ル
の
葡
萄
酒
を
双
方
か
ら
と
る
と
規
定
.

.
た
通
り
農
民
は
ー
ハ
致
し
て
完
全
な
自
由
を
要
求
し
て
い
る
。’

. 

し
て
い
る
が
、.中
部
ド
イ
ツ
で
は
購
売
価
格
べ
の
割
合
で
負
担
：が

表

わ

さ

れ

て
.

⑷
：；

裁
判
関
係
.の
手

数

料

及

び

罰

金：

第
四
節
.で
あ
げ
た
領
主
.の
収
入
の

■:
'-
:

内
：̂

'^
み
る
と
ホ
1
へ
，
ン
べ
ル
グ
伯
镇
ヤ
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
侯
国
で
は
い
ず
れ 

⑵

::
税

金•s
t
e
u
e
r
'
u
n
g
e
l
d
,

関

税Zoll. 

V
こ
れ
は
.領
邦
国
家
体
如
裁
判
関
係
の
罰
金
そ
の
他
か
ら
の
収

」

入
が
記
さ
れ
て
い
る
。：エ

「

ル
ザ
ス
の
プ 

制

.の
整
備
と
共
に
十
四
.
五
世
紀
に一
脱
的
と
な
っ
た
も
の
で
貨
幣
収
入
とし 

'ラ
ン
シ
y
s
ハ
：力
村
の
農
民
は
.

「

訳
訟
ヲ
行
オ
ゥ
ト.ス
ル
.者
金
テ
十
ポン
ド
ヲ
.
 

5:
フ
ツ
デ
ス
.へ
ル
に
ス
り
大
い
に
刺
用
さ
れ
た
。
テ
ィ
ロ
：ル
で
は
§

地べの
予メ納
ムル

.義
務
ア
リ
'、
多
数
ノ
貧
シ
キ
廣37
ノ
権
利
ノ
為
多
額
ノ
金
ヲ
必
要 

玫
擊
と
共
に
税
金
の
：高
騰
が
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
，

.へ

.の
：農
民
の
抵
坑
を
ひ
乾
起
し
 

ト
ス」

と
_
え
、.公
1£
な
裁
判
を
要
求
じ
て
い
る
デ
こ
の
よ
う
な
裁
判
，の
為
の
手 

过

0̂
ま
た
テ
イ
ロ
ル
の
領
域
内
で
の
関
税.に
は
激
し
い
反
対
が
あ
ヶ.、.
ガイス数料等の費用と共に捸々

.
0違
反
'に
対
す
る
罰
金
は「

蘭

と

越

調」

•
と
結

-
• 

• 

. 

. 

..
 

: - 
-.•
•

..... 

.

.

.

. 

• 

V 

• 

• •. 

.
 

.

マ
イ
ヤ
ー
は「

ラ
ン
ト
内
、デ
ハ
コ
レ
ヲ
全
面
的
ニ
廃
止
ス
ル
'
'ガ
、

境

界

デ

.

.
ハ

コ
.

■
び
つ
い
て
農
民
の
負
担
で
あ-?
.た
。
同
し
地
方
の
フ
エ
ヒ
ン
ガ
！

キ
ル
ヒ
ス 

•レ
ヲ
取
ル
コ
ト
1-
-を
提
案
し
て
'i
a
¥
:'
-/ス
イ
ス
.の
グ
リ
.

H'

ニ
ン
ゲ
V

.
ベ
■.ル
タ
村
.の
農
民
は
罰
金
の
高
騰
に
抗
議
し
従
来
通
り
に
留
る
こ
と
を
主
張
し

.

:
:
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
靡
史
的
意
義

(

下
の
ニ) 

'

.
，

五
一
：：a

.

 i

四
九)

：
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• 

, 

.
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i
i
v:
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.
v
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ソ 

r
r
o
i
o
p
v
v
r
v
j
,
v

r.
:
,
v
!-
.
t
v
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v.'rv.l-

c
f
F
U
:
“
v
.
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.
>
t
v
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*v
,
v
i
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t
f
-
k
r.
-
.
.
r
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:v
い
5

0フ
.ラ
ン
、ケ
ン
の
マ
ル
ケ
ル
ス

(

イ
ム
村
の
^
告
*
は
' 
十
ポ
.ン
に
.の

■
丨
、

;(

生
05) 

.

-

鋪
金
.を
規
定
と
し
て
“
る
。
：
：テ
‘ィ
ロ
ル
の̂'
ラ

シ
綱
領
も
®

費
用
と
罰
金
に 

'■
.つ
い
て
そ
の
不
当
を
辦
え
て
い
る
。
な
お
そ
の
他
く
0(5
の
い
石
所
•で
は
そ 

め
貢
租
-
v

o

a

t

.

が
と
ら
れ
た
。
こ
の
よ
ぅ
な
負
担
に
つ
い
て
も
軽
減
か 

も
廃
止
ま
で
要
求
の
程
度
ば
異
な
る。
.
..'
:
'■

.

.

.
 

.
:i 
.夫
役F

r
o
n
.

.

.こ
れ
に
つ
.へ
い
て
こ
 

'の
地
方
の
夫
役
.の
ダ
様
性
を
詳 

細

.に
の
ベ
て
い
る
グ
ュ
ト

|
リ
ン
ゲ
シ
.の
農
民
の
告
情
か』

議

を

探

ら

'
て
み 

よ
ぅ
。
先

主

の

直

営

地

で

の

穀

物

の

植

播

き

かe>
.打
穀
、
■穀
倉
へ
の
蓮
搬 

迨
の
仕
事
、
牧
草
、
：狩»
の
仕
事
、
時
に
よ
り
ど0;
獲
物
の
.エ
ル
.ザ
ス
•
.パ
I
デ
： 

ン
造
の
運
搬
、'領
主
が
購
入
し
た
へ
ガ
ゥ
、
•
キ
ュ
ン
ス
パ
イ
ム
ヾ
の
葡
萄
酒
の
シ 

土
ト
ィ
リ
ン
ゲ
ン

.

.へ.の
自

B
#ff
l
負
担
で
の
罾

#
、
—

用
の
_

、
建
築
用
の 

木
材
遮
搬
、
開
墾
>:
.施
肥
、'.
:領
主
の
好
む
食
物
作
成
の
為
の
種
播
期
に
お
け
る 

雑
事
、；
麻
の
仕
事、
：
i
 

c

農
民
保
有
地
内
の
小
川.も
含
め) 
'穀
物
の
方
々
へ 

が
連
撖
の
仕
事
、-'
城
代
の
為
の
農
耕
牧
齑
の
仕
事
い
狩
犬
の
飼
育
の
仕
事
等
で
'
 

も
る
。
農

民

はr

我
薫
耕
夫
役
ョ
リ
自
由
タ
ラ
ゾ
為
以
前
種
々
：ノ
燕
麦
、
仔 

半

、
肇

、
小
麦
ノ
貢
租
ヲ
納
メ
シ
.ト
思
エ
ル
.モ
、
.我
等
耕
作
ヲ
強
制
サ
ル

j 

と
の
べ
完
全
な
自
由
的

anz und'gar f
r
e
i

た
る
こ
と
を
要
求
し
で'い
が
。

,エ
ル
ザ
ス
の
フ
ュ
ヒ
シ
ガ
ー

,
中
ル
ヒ
ス
べ
ル
ク
村
の
陳̂
«
で
も
_

々
の
農 

耕

夫

役(

一
苹
七
S

の
他
.に
乾
草
、
穀
物
の
運
搬
、
麻
に
関
す
る
仕
事
、
：領 

主
の
使
い
走
り
等
が
，あ
げ
ら
れ
、

こ

の

顏

が

要

求

さ

れ

て
-
⑵

。
ブ
ス
4
ン 

ハ
ヴ
ゼ
ゾ
の
農
民
も
自
己
の
労
働
時
間
に
喰
い
こ
む̂̂

や
市
場
へ
の
運
搬
、 

牧
草
地
、
農
地
で
の
仕
事
、
薪
運
び
、
*
の
加
工
に
苦
情
を
申
し
立
て
た
が
、

.
五 tT 

C 
一
 

5
0)

領
主
は
こ
れ
ら
.を
認
め
づ
.つ
麻
の
仕
事
、
薪
：の
運
搬
に
つVV
て
は
三
〇〜

五
〇

' ,
V 

(

注
咖)

..
年
以
前
か
：ら
の
ご
と
で
あ
る
と.み
ず
か
ら
の
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
ぅ
•し
た 

夫
役
は
領
主
に
±.
づ
て
も
が
な
り
の
相
違
の
あ
？
た
こ
と
は
、
レ
ン
へ
ン
の
 ̂

:

約
で
い
わ
れ
てi

る
0
そ
こ
.で
は
一
般
的
に
は
罾㈣
も
し
く
は
僅
か
だ
が
、
重 

い
負
担
を
か
け
.̂-
領
主
も
.い
る

こ

と

を

認

め

-
、

■一

 
年
四
0-
^-
'
下

.に

.す
る
こ
と
を

(

注
1\

ぐ
規
定
し
て
い
る
。

.

ズ
ユ

.ン
ド
ガ
ウ
の
ブ
ラ
シ
.シ
ン
村
他
六
力
村
で
は
夫
役
の
貨

•
.

(

注
11)

'•
^

納̂
の
例
が
.み
ら
れ
る
。.プ
ラ
ン
グ
ン
の
マ
：ル
ヶ
ル
ス
ハ
イ
ム
村
の
判
告
書 

は

「

•土
地
保
有
者C

全

テ

直

営

地fronhof 

ニ
オ
イ
，テ
年
四
準
日
ノ
耕
作
ト 

四
半
日
ノ
麦
刈
ヲ
行
ウ
ベ
キ
コ
ト
、
■
マ
タ
馬
.
.
ヲ
持
タ
ヌ
者
ハ
全
テ
ノ
夫
轶
ニ
.
ツ 

平
十
五
。へ
ニ
ヒ
ヲ
支
払
ウ
ベ
キ
コ
ト
、

」

と
の
べ
ら
れ
て
い
る
し

、
.十五
世
紀
フ 

•

ラ
ン
ケ
，ン
の

.

.ショ
ン

.ド
ラ
村
の
判
告
書
も「

共
同
体
成
員
君
主
ノ
気
二
入
ル
所 

迄
物
ヲ
運
ブ
'ベ
キ
コ
ト
、■マ
■タ
幾
ラ
カ
ノ
畠
デ
君
主
ノ
為
半
日
働
ク
べ
キ
コ

(

注
1)

ト」

.と
規
定
さ
れ
て
い
る
。.リ
.：

H

ト
ゲ
は
パ
ー
デ
シ
地
方
で
は
年
平
均
一
：一.三 

ノ 

'日〜

1
.四
^
日
の
夫
役
が
あ
っ.た
：が
、
中
部
ド
イ
ツ
で
は
そ
れ
以
下
で
問
題
に 

な
る
の
は
，

T

年
数
日
で
あ
っ
た
と.の
べ

て

い̂1
.
。

こ

の

ょ5
'に
地
域
的
な
相
違 

.
が
あ
る
.に
€
拘
わ
ら
ず
夫
^'
の
存
在
は1

般
的
で
あ
り
、
直
営
地
の
あ
る
処
で 

.は
農
耕
夫
役
、
牧
草
地
が
あ
れ
ば.そ
の
仕
事
を
始
め
、
非
常
■に
多
様
な
労
働
を 

領
主
の
家
計
維
持
の
為
に
要
求
し
て
，い
る
。
特
に
現
物
地
代
の
剰
余
部
分
の
販 

.売
や
麻
の
栽
培
、'!
加
エ
等
の
為
以
労
働
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の 

.夫
役
が
、
.た
と
.え 
一
m
数
日
で
あ

.っ
て
も
ぞ
れ
が
農
民
に
と
っ
て
最
も
忙
し
い 

季
節
に
要
求
ざ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
#

^

に
と
っ
.
て
は
重
荷
で
あ
っ
た 

し
、
ま
し
て
そ
れ
が
増
え
れ
ば
一'日
で
も
抗
議
し
た
に
相
違
な
い
？
ま
た
裁
判

領
主
制
に
よ
り
夫
役
を
新.た
に
か
け
る
■こ
i
は
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
の
好
ん
で
用
い 

た
方
法
で
あ
り
、.農
耕
、
服
獲
、'讓

、
建
築
等
が
要
求
さ
れ
、
.処
に
よ
っ
て 

.は
一

一

重

に

負

担

が

.
か

か

る

と

と

も

あ

り

得
た
し
、
更
に
土
地
ぼ̂

や
■
持
か
否 

か
に
よ
っ
て
も
負
担
の
程
度
が
異
なっ
た
こ
と
は
不
利
な
者
を
更
に
不
利
に
す 

_る
効
果
も
あ
っ
た
と
思
わ~
砰

0
か
く
し
て
農
民
戦
#

の
際
の
こ
の
負
担
に
つ 

い
て
の
^

.な
要
求
も
理
解
で.き
よ

う

。
；
な
お
こ
の
負
担
に
つ
い
て
も
大
半
は.
 

軽
減
の
袈
求
に
留
ま.っ
た
，が
、
\
急
進
派
の
農
民
団
や
そ
の
他
個
々
に
は
シ
ュ
ト 

I
リ
ン
ゲ
ン
の
よ
う
に
拒
否

.の
例
も
み
ら
れ
る°

.

以
上
に
お
い
て
十
五
，
六
世
紀
の
農
民
戦
争
の
起
る
頃
迄
の
領
主
と
農
民
間 

の
抗
余
が
い
•か
な
る
点
で
行
わ
れ
た•か
'に
つ
い
て
簡
単
な
が
ら
の
べ
た
。.領
主
：
 

の
農
民
へ
.の
攻
擊
は
大
別
し
てi

体
へ
の
規
制
と
個
々.の
農
民
べ
の
諸
負
担.

■ 

'
と
に
分
か
れ
る
。'ド
ィ
ッ
農
民
は
こ
の
様
な
領
主
め.攻
擊
に
対
し
.共
同
体
に
.結
.
 

集
し
て
抵
抗
し
たの
で
‘
る
が
.、
彼
等
の
合
ー
ー
ー
日
葉
は
先
ず

p

古
来
の
権
利
：

」 

das. alAe K
e
c
h
f

乜
ぁ
っ
た
。
運
動
が
邋
展
し
 
一
K
一一
 
五
：策
の
大
決
戦
に.近
.
'
 

♦つ
く
に
つ
れ
宗
教
改
革.の
火
の
竽
が
上
り
、
農
民
は
更
に.

「

神
よ
が
め
権
利」 

d
a
^

oq
ostiliclle

^
0>
&
1
;
'
を
主
張
^'
る
よ
う
^
な

.

.った
。
し
が
し
大
半
の
農̂

'
 

II
で
®

さ
れ
た
統
一
；綱
領
と.し
て

の「

十
二
ヵ
条」

に
お
い
て
は「

神
よ
り
 ヾ

め
権
利J

が
主
張
さ
れ
て
は
い
る
も
の
；の
牧
師
公'^
小
十
分
の
；
.税
拒
否
、
農 

奴
身
分
制
"
相
続
税
^'
除
い
て
.

「

古
来
の
権
利」

の
•線
で
•穏
和
な
要
求
を
打
ち
出 

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で.に
み
た
よ
う
.に
'急
進
的
な
農
民
団
を
除
き
大
半
の
農̂

‘
 

闵

に

お

い

て

は

费

体

：へ

の

籠

にt
.l/
v
て
は
.
.一
致
し
て
反
対
の
線
を
保
持
し
：

.

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
歴
史
的
意
義

(

下
の
一)

つ
.づ
、
.

：

個
々
の
農
民
の
負
担
に
関
し
て
は
一
般
に
そ
の
.軽
減
を
要
求
し「

.杏
来
：
.
 

の
.権
利」

：

に
留
ま
る
こ
と
を
罾
吧
し
て.い
る
。
と

の
よ
う
な「

古
来
の
権
利」

.は
-
 

「

神
ょ
り
の
権
利」

の
主
張
に
比
し
て
そ
の
防
衛
的
な
性
格
を
否
む
べ
く
も
 ̂

い
。
，農
民
'は
十
 
一
一•

H-
世
紀
以
来
成
立
し
た
比
較
的
有
利
な
土
地
保
有
と
そ
れ 

を
保
証
す
る
共
同
依
の
自
治
傾
向
：を

「

*
来
の
権
利」

と
し
て
^
え
、
.
0
$

_領
主
の
.攻
撃
に
直
面
し
て
共
既
体
の
自
治
を
守
り
、

：

個
々
の
^
ff
i
の

@

^

を

轄
 

得
し
、
‘村
落
内
で
の
農
民
め
生
活
条
件
の
悪
化
を
防
ご
う
と
い
う
点
に
領
主
と 

の
：抗
争
の
主
要
な
目
標
を
お
い
て1'
た
。
そ
し
て
領
主
の
共
同
体
への
肖
⑽

と 

個
々
の
農
民
：へ
：の#

_な
罾
*
は
農
員
の
生
活
条
件
の
罾
ぬ
を
意
味
し
た
。
そ
，
 

れ
は
特
に
封
建
社
会
に
お
け
る
農
民
の
基
本
的
生
産
手
段
た
る
土
地
め
保
有
の 

条
件
を
悪
化
：さ
せ
る
効
果.を
持
つ
.た
。
ス
イ
ス
'
の

グ

リ

ユ

ラ

ン

ゲ
.ン
.の
農
民
は 

多
様
な
要
求
と
共
に
チ
ュI
リ
ヒ
：市
当
局
に「

古
き
世
興
保
有
権」

の
不
承
認
に 

対
し
抗
讓
し
て
い
る
し
、
.
テ
ィ
口

 
.ル
.の
メ
ラ
ン
綱
領
も
多
様
な
保
有
権
を
統
一.

( 注
*-)

し
安
定
し
た
世
製
保
有
権
に
す
る
>

と
を
主
張
し
て
い
る

。

こ

の
よ
う
に
領
主 

.

の

農

民

へ

の

攻

撃

は

場

合

に

，
よ

う

て

は
#

_

_

そ

の

も
.の
_
に
も
_

け

ら

れ

自
«

 

保
有
権
や
世
襲
保
有
權
や
事
実
上
世
襲
化
し
て
.い
た
保
有
権
を
悪
化
ざ
せ
た
例 

も
み
ら
れ
る
。
ブ
ス
マ
ン
ハ
ゥ
ゼ
ン
：の
領
主
は

「

余
ノ
父
ハ
終
身限
リ
以
外
一”
 

土

地
ヲ
貸
与
シ
ゲ
コ
ト
ナ
シ0
:農
民
死
亡
ノ
時
ハ'/
ノ
土
地
パ
余
ノ
物
ト
ナ
ル
，
‘

'ナ
リ
.

…
…

文
書
デ
：世
製
保
有
権
タ
ル
：
：
コ
ト
示
サ
ル
.レ
バ
、
コ
レヲ
承
認
ス
L:
と
い

S

,

:

. 

:

5
。

こ
め
：ょ
う
‘な
直
接
の
保
有
権
の
：悪
化
を
含
む
様
々
の
封
建
的
支
酿
者
の
圧 

迫
.ば
東
'ド
'イ
ッ
の
±
地
収
奪
に
ょ
各
再
版
農
奴
制
の
様
相
と
は
異
な
り
、
'
自
立 

的
な
小
規
模
農
民
释
営
へ
の
制
限
と
し
て
現
わ
れ
た
.0
こ
れ
は
：こ'の
地
帯
が
歴
：

.
•'
五

三(

ニ

五

一
)

v-«
a
r-i
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i
r
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r
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五
.四 

'

(

'一
一
五
二
.

)
.' 
_

な
^

の
：1

と̂
し
：て
§;
.立
：§
^
規
模
農
民
経
営
が
成
立
じ''
:
0が
%:
そ

.
 

.
れ
が
局
地
的
な
^

^

の̂
成
立
を
も
^
し
、
.'
'
'胃
に
土
^
が
東
と
比
べ
^

的̂ 

.

.に
少
な
く
粗
放
的
大
経
営
を
行
う
自
額
社
会
的
条
件
に
：欠
け
、
：
領

主

の

収

.^

'#

增
大
の
志
向
は
、：
こ

れ

ら.0
:自
立
：̂

§

営
か
ら
で
き
る
だ
け
剰
余
生®
^
.

.
と
労
働
を
福
る
こ
と
に4
:う
.て
の
み
满
さ
.れ
た
が
ら
で
あ̂>
,

0
.
こ
の
よ
う
な
領 

.主
の
志
向
に
対
し
農
民
大
衆
の
太
：

C

数
を
占
め
：る
中
農
、
貧
.*
は)

「

古
来
の
権 

.利」

の

合

言

葉

に
<1
:
,0.
-
#
的̂
土
^

有̂

.の
：安
定
性
の
確
保
と
生
活
の
防
衛
、
既.

得
の
権
利
の
確
保
.に
企
：̂

1

ら
ざ
る
を
得
如
が
-?
た
の
で
あ
る
。
1>
:
-か
.も
小
商
：

.
品
坐
産
者
と
し
て
逸
速*<
-
'
-
登
場
し
た
富
農
令
$

の
一
部
に
も
封
建
的
な
制
限.
 

.の
強
化
は
自
己
か
発
展C>
:
:
M
S
と

な

？
た
し
、.
殊
に
領
主
の
典
同
体
蘇
制
は
彼 

等
が
共
同
体
内
で
有
方
で
あ
つ
た
だ
け
に
強
く
抗
議
し
た
に
違
い
な
い
。
；
彼
等 

こ
そ
ル
タ
ー
や
ッ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の

改
革
思
想
を
農
民
的
に
受
け
入
れ

「

十

二
力
 

条J,

に
も
ら
れ
ぬ
よ
う
な
穏
和
な
要
求
を

「

神
よ
り
の
権
利」

に
基
#

づ
け
た

基

■

指
薄
層
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
穏
和
な
要
求
は
中
農
、
貧
農
■の
大
衆 

の
小
生
遊
者
的
な
坐
活
防
衛
の

「

古
来
の
権
利」

の
線
で
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ 

れ
は
自
顏
生
的
な
大
衆
の
抗_
運
動
.の
挫
格
を
持
つ
た
。
だ
か
ら
意

識

的

な

. 

農
民
的
土
地
所
有
の
主
張
は
大
衆
の
唱
え
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か

'
?だ
。
：農 

村
工
業
が
盛
で
農
民
の
各
層
が
商
品
生
産
に
ま
含
こ
ま
れ
、
領
主
と
の
関
係
に 

お
い
て
も
比
較
的
有
利
で
あ
つ
だ
.ス
イ
ス
や
テ
ィ
ロ
ル
及
び
西
南
ド
イ
ッ
の
辺

■ 

境
地
方
で
は
明
確
な
商
ロ

g

生
産
の
自
由
を
領
主(

特
に
中
世
的
都
市
当
局

X

に 

対
し
要
求
し
て
お
り
、

#
1
^
1
1

局
を
含
め
た
封
建
的
生
産
関
係
の
基
盤
の
上
に
.
 

成
立
し
て
い
た
特
権
的
寄
生
的
な
商
品
市
場
に
対
し
近
代
的
な
商
品
生
産
の
方

:向
で
農
民
が
对
決
し
：た
わ
け
で
あ
る
.。
し

か

し

封

建

的

生

麗

係

が

な

お

菌 

.
へ
な
ド
イ
ッ
本
国
に
お'い
て
は
ど
i
し
：

U

明
確
な
小
商
品
生
産
者
的
な
要
求
は
少

」 

.

.及
べ
、
市
場
関
係
を
め
ぐ
っ
て.
.
の
と
ぅ
し
た
明
確
な
对
決
を
得
る
迄
.の
農
民
め 

•
成
長
が
余
り
無
か
っ
た
こ
と
を
物
語
？
て
い
：る
0.
こ
れ
は
ま
た
生
産
物
地
代
の.

な
お
強
固
な
存
綺
の
下
で
は
農
村
工
業
の
ょ
ぅ
な
特
殊
部
£
!
と
の
興
連
で
理
解 

.さ
れ
る
べ
き
：で.あ
ろ
？
s
o

 

,

:と
こ
ろ
で
ど
の
ょ
ぅ
な
大
衆
の
封
建
反
動
べ
の
高
揚
は
十
五
世
紀
^
-
か
ら 

始
ま
り
一
五
一
、'.
ー
：
五

年

の

敗

北
^
ょ

り
^.
^-
す
る
の
.で
あ
る
.が
、

フ
ス
派
.の
ボ

.
へ 

ミ
ヤ
に
お
け
る
国
民
的
運
離■や
ス
イ
ス
の
ハ
.プ
'ス
ブ
.ル
グ
家
へ
の
闢
争
に
刺
激 

名
れ
、

「

皇
帝
ズ
；ィ
グ
ム
ン
ト
の
改
苹

J 

.の
改
革
思
想
に
ょ
り
徐
々
に
高
揚
.に
向 

ぅ

01
そ
し
て
封
建
反
動
の
.激
化
と
共
に
封
建
支
配
者
と
農
民
大
衆
の
対
立
が
徐 

々
に
明
確
に
な
る
に
従
い
、
•
意
識
的
な
反
封
建
闘
争
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て 

く
る
。
そ
の
最
初
.は
一
四
七
六
年
フ
ラ
ン
ケ
ン
で
起
っ
た
笛
吹
き
ハ
ン
ス
•
ベ 

I
ハ
イ
ム
の
一
揆
で
，あ
り
ー
切
の
負
担
の
廃
呜
教̂制
度
へ
の
徹
底
的
批
判
、 

共

有

.#
1
]度
の
主
張
を
も
？
て
農
民
大
衆
を
結
集.し
、
武
カ
を
も
：っ
て
一
揆
に
立 

ち
上
ろ
ぅ
と
し
た
の
で
あ
る
。.そ
の
後
十
五
世
紀
の.末
に
な
る
に
従
い
一
揆
の.
 

波
は
高
ま
り
一
五
：〇
ー
一
年
に
到
っ
て
農
奴
身
分
の
ヨ
ス
•
フ
リ
ッ
ッ
の
指
導
す 

.る
ブ
.ン
ト
ジ
.ユ
ー
の
一
揆
が
シ■ラ
パ
イh

ル
で
初
め
てr

神
の
正
義」

を
<
膏
 

葉
に
自
然
発
生
的
な
農
民
大
衆
の
抗
議
を
意
識
^
^
反
封
建
闘
争
の
方
向
べ
と 

.高
め
た
。
そ
の
綱
領
は.

「

全
テ

ノ
従
S
ノ
束
縛
ハ
'力

ニ
ヨ

リ

®r
チ
扨
リ

ス
イ
ス 

A
ノ
如
ク
武
力
デ
自
由
ヲ
■力
チ
ト
ル」

と
い
い
、
支
配
階
級
の
廃
絶
、.教
会
、修 

道
院
財
産
の
没
收
、:農
民
、
市
民
の
同
盟
、.一
切
め
負
担
の
拒
否
、ヽ

共
同
体
規

制
の
完
全
な
解
放
が
主
張
さ
れ
る1。
こ
0
よ
5
な
意
識
的
な
主
張
は
繰
'り
返
し 

一
五 
一
5
年
ま
で
打
ち
砠
さ
れ
る
が
、
同
じ
ョ
ス
の
指
導
し
た
一.
.五

.一
三
年
の
：
 

ブ
ラ
イ
ス
ガ
ゥ
で.の
ブ
ゾ
•ト
シ
.ュ
ー
.は
下
層
人
民
を
中
核.ど
し
た
.

1

揆

で

あ
っ.

.
 

た
が
、
,1

五

〇

一

一

年

の

綱

領

¥
比
較
し
.て
や
や
穏
和
で
あ
り
、
具
体
的
な
市
民.
 

的
政
治
綱
領
の
性
格.を
強
く
し
：て
い
る
。
即
ち
皇
帝
を
唯'一
の
.君
主

，
と

し

、

宗
.. 

教

裁

判

の

-

^

、

一

人

 
一' ロ 

i
、
':
教
会
、
：
修
道
院
財
産
の
没
収
、*.
.狩
： 

狐
そ
の
他
の
自
由
、
負
担
の
軽
減
、
不
当
租
税
、関
税
の
廃
止
、
利
子
の
改
革
、
全

'
 

キ
リ
ス
ト
教
晁
の
永
遠
の
ラ.ン
;>
め
平
和
、

；

同
盟
：の
敵r

の
力
強
い
干
渉
、
：
同
： 

盟
税
、
帮

を

同

盟

の

中

心'と
す
る
こ
と
、.皇
帝
も
し
く
は
ス
イ
ス

C

の
.
談

判

が

:
 

(

注

23)

 

，

そ

の

主

張

で

あ

か

。

'.
.
.
一

 
五n

五
年
三
月
に
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ッ
ヴ
ァ
ル
ド
.
へ
ガ 

ケ
ハ
ア
ル
ゴ
イ
、

「

バ
ル
ト
リ
ン

.ゲ
ゾ
、
：ボ
.丨
デ
ン
湖
畔
の
囊
房
団
が
；シ
.
ュ
ヴ 

.ァ
ー
ベ
.ン
地
方
に
§

さ
れ
三
月
六
日
以
来'-
>
<ミ
>

ゲ

ン

市

で

対

策

を

討

議.
 

し
、
：シ.H.

ヴ
ナr-

ベ
ソ
ー
同
^
と
の
交
渉
に
よ
り
問
題
を.解
決
し
.よ
ぅ
と
.す
.る
稿
.
 

和
派
と
急
進
派
の
樹
立
於
生
ま
れ
て
い
る
。

「

十
二
.ヵ
条」

.

.
は
こ(1̂

期
に
穏
和 

派
办
.字
に
よ
ヴ
^
^
'の
指
導
性
を
得
る
為.に
書
が
れ
た
と
.い
わ

れ

る'-
0

こ

こ

で
 

ば
..
ブ

.ソ
‘ト
.シ
ュ
.
.丨
CD
:
-よ
ぅ
な
先
駆
的
連
動.で
み
ら
れ
■た
政
治
的
な
要
求
や
計®*

は
全
く
姿
を
消
し
、
，
交
渉
：に.お
い
.て
領
主
の
譲
歩
を
獲
得1;
よ

ぅ

と

い

ぅ

意

図

.

.
へ 

が
前
面
に
出
で
.

(

い
るf

M -
避
派
は
ョ
.ス
.の
主
張
と
同
様
に
力
を
も
っ
.て
領
主
と 

対
決
し
な
く
'で
ば
.要
衆
を
貫
微
す
る
.こ
と
4'
-で
^
な
い
*
考
ぇ
た
。
£:
'の
.よ
ぅ
.
.
.

 

峯

え

は 

< ラ
ン
ッ
.
T
I派
で

あ
*?
た
と
い
わ
れ
石
，ヤ
コ
ブ
：•フ
I
:プ
.マ
イ
ヤ 

|̂
博
士
も
関
係
1>
:て
い
た
シ
：ュ
ヴ
ァ
ル
ッ

ヴ-T
.ル
^
の
^
リ

^
ト
教
同
厘
の
綱 

..領

書

簡.

Artikdlbrief 

■ 

■

に
具
体
化
さ
れ
て
.い
る
.。.
V
:
そ
れ
.に
よ
.
.
.
る
.と
.，こ
.
'
の

同

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
歴
史
的
意
義

(

下
の
一)

盟
の
目
的
は
神
の
正
義
に
反
す
る
重
荷
か
らf

と
農
村
の
大
衆
が
神
の
助
力 

.で

.自
ら
解
敗
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
為
に
同
盟
が
キ
リ
ス
ト
の
兄
弟
愛
に
精 

ば
れ
、
で
き
る
だ
け
武
力
行
使
、
流
血
を
避
け
つ
つ
同
盟
員
を
獲
得
す
る
。
同
盟
：
 

‘に
加
入
し
な
_い
者
は
世
俗
的
禁
制
に
か
け
、
加
入
者
と
の
顧
交
を
断
ち
、
飲

食 

，'そ
の
他
の
交
渉
を
中
止
し
、..市
，場
、
森
林
、
牧

草

地

等

の

傳

か

ら

も

排

除

す
-
 

る
。
 
支
配
者
に
対
し
て
は
城
、
修
道
院
、

,

僧
院
は
今
後
一
劭
禁
制
に
入
れ
、
肖
 

発
的
に
大
衆
の1

員
と
し
て
加
入
す
る
者
は
保
護
す
る
。
敵
に
対
し
て
も
平
和 

的
交
渉
の
.道
を
出
来
る
だ
け
追
求
す
る
が
、
，成
果
を
ぅ
ま
な
い
時
に
は
禁
制
に

(

注

2 6)

 

'

か
け
が
。
以
上
の
よ
ぅ
な
主
張
は「

十
ー
：1
ヵ
条
|—
.

を
始
め
大
衆
の
中
.
に
あ
る
妥
，
 

■

協
的
な
線
に
対
し
@3

慮
.
し
つ
：.つ
.

、：'
大
衆
の
カ
疋
よ
っ
て
の
み
解
放
は
可
能
と
な
.

■る
こ
と
、
爱
S3
,者

に

射

し

て

と

し

た

態

度

を

取

る

必

要

を

説

い

て

お

り

、 

シ
ヾh

ヴ

7
丨
べ
シ
の
運
動
を
現
実
的
に'一：
歩
ひ
き
あ
げ
領
主.と
対
決
す
る
管
 

を
目
的
に
し
て
い
る
こ
，と
が.判
る
0
こ
.の
考
え
は
.ョ
ス
や
ミ
ュ
ン
ッ

T
!等 

革
新
派
と
共
通
吖
も
の
で
あ
り
、へ
人
民
大
衆
に
よ
る
支
®
階
級
の
.完
全

^

打

例
 

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
と
の
主
張
は
農
民
の
穏
和
な
要
求
に
対
し
て
も
偽
繫

.
 

.約
に
終
始
し
箪
事
カ
の.結
集
が
な
：る
や
行:1
|
を
開
始
し
だ
シ
ュ
ヴ
>
丨
べ
ン
同 

盟
の
'強
庄
的
態
度
に
よ
り
穏
和
な
指
導
者
も
大
衆
と
共
に
立
ち
：上
ら
ざ
.る

得 

な
い
.状
況
f
c追
：い
こ
ま
れ
る.に
到
.-?
. 

V:

重
大
な
意
義
を
得
て
農
民0
意
識
的
部 

分

'によっ：
て
支
持
さ
十

.一
一
ヵ
条」

の
要
求
で
さ
え
こ
れ
を
受
諾
す
れ 

.ば
、'農
民
の
意
識
を
一
歩
進
め
反
囊
闘
争
の
発
展
を
促
し
、
封
建
体
制
の
危
機 

をl
i
c
v

す
こ
と
：を
熱
心'に
主
！i
w
" 

-

,
シH

ヴ
.ァ
，丨

ベ
ン
同
盟
を
武
力
鎮
圧
：の

方

針

に

ふ

音
'̂

、せ
.た
の
.は
パ
ィ
キ
ル
ン
侯
の
官
房
長
レ.オ
ン
ハ
ル
ト

.
•工'プ

' .

'

. 

.
:
.
:
,
:
.

«
•

,

五
五

'

 

(
一
1

五
，三)



:ク
と
h-s
7
セ
ン
辺
邐
伯
プ
：ィ
リ
ッ
プ
で
あ

：：

つ
5
'°
.か
く
1
て

'

「

十

1―
—•
>
条J 
.を 

始
め
個
^
の
地
域
の
具
体
的
な
要
求
を
か
か
げ
た
農
民
も
蜂
起
.の
龙
狗
ベ
^

み 

き
り
と
こ
：に
四
月
：か
ら
め
決
戦
の
時
期
が
始
ま
る
_の
、で
あ
る
\°
'
し
_か
し
.シ
;-
ヴ 

■■
:
r丨
ベ

シ

同

盟

の

指

揮

官

ト..
ル
フ
ゼ
X
:
:
.
は

軍

事

力

一

で

庄

す

る

と

共

に

農

 ̂

.次
衆
と
そ
の
指
導
者
の̂

半
と
時
に
溶
じ
偽
々
の
契
約
を
結
び
、
運
動
を
®
々
.
 

に

擊

破

す

る

態

度

を

蒸

つ

贫

。
.
.
農

民

の

大

衆

は

前

に

4-
:
指
摘
し
た
ょ
.ト
に
®

パ̂
 

力
の
圧
迫
と
^

の
す
ぐ
れ
た
交
渉
戦
術
の..
前
：に
.力
.を

結

集

し

て

戦

い

抜

く

 

：

ソ
.

、.:
..': 

$30)

.と
い
シ
方
向
に
で
は
な
今•防
衛
に
終
始
し
、"
i
に
^

を̂
重
ね
だ
。
'貧
農 

を
始
め
$

も

の

：過
程
で
、

(

赂
奪
：を
と
.>.
ゼ
す
る
堕
氣
に
お
ち
こ
み
、'.
そ

.
 

'の
上
小
生
產
者
的
な
妥̂

1

を
発
禅
し
た
し
、.：市
民
、：

村
..

の
有
力
者
、
富
農
を 

た
^

の
大
半
も
視
野
が
局
地
的
で
譲
歩
の
約
束
で.満
足

し

，
て

し

：
ま

?

.

た
。
こ
.れ
は
爵
国
家
体
制
に
ょ
る
分
散
支
配.の
卞

に

長

い

，間

農

民

が

.お
か
れ
：■ 

て
い
た
こ
.と
と
、
大
い
に
调
係
が
あ
ろ
ぅ
。
と
こ
で
興
味
あ
る
こ
と
は
、
こ
の 

.ょ
3
な
■

袖
な
，指
■

と
旅
ん
で
'運
動
の
現
実
的
発
展.の
方

询

，を

見

透

し

.闘

.
 

#
の
意
靡
都
展
を
求
め
た
指
導
潜
が
：い
る
。
フ
ラ
ン
'ケ
シ
，
の

農

民

団

.は
農
民「 

■.争
：に
お
い
て
そ
の.頑
強
さ
と
創
意
挫
の
点
で
、注
！
E
t-
へ
き
も
の
が
あ.る
0 

タ
ゥ
バ
ー
タ
ル
農
民
団
の

「

フ
ラ
ジ
ケ
ン
：
の
農
民.綱
領」

：は
垒
般
の
改
苹 

.reformation

が
確
立
す
る
迄
.、
一
切
の
負
担
令
拒
否
し
、.城
塞
の
類
は
之
：
 

を
破
壊
炎
上
し
、
貴
族
ば
同
盟
員
で
あ
る
限
り
動
産
と
共
に
保
証
し
、
大
砲
の 

類
は
！
^
ベ
引
渡
す
。
す
べ
て
の
身
分
は
廃
棄
し

^
等
を
宣
言
し
、
！
^
^
^
 

対
寸
る
货
族
や
僧
侶
の
財
産
の
取
り
上
げ
を
規
定
し
聖
書
の
学
者
に
ょ
.つ
て
行 

わ
れ

ふ
^

v

へ
支
配
者
も
^

し̂

な

け

れ

ば

な

办

，
ぬ

こ

.と
を

主

張.
.し
て

い.

:

. 

五

六(

一

！.五
耳
四

)

:

S)

- 

:

.

.
7る
-'
<
>
.
こ
の
主
張
：は
同
盟
の
性
格
規
定
や
聖
書
.の
学
者
の
改
革
へ
の
期
待
等
に
や 

.
-,
.
.
.
%
^

さ
^
欠
い
：て
い
る
。
:£
の
地
方
の
中
心
ロ
ー.テ
シ
ブ
ル
ダ
に
は
フ
ー
プ

， 

:

マ
'ィ
ヤ
ー
6
.影
響
の
'購

-V
'靈
飾

が

：い
允
し
、

メ
ル.ゲ
ン

ト

，
ハ

ィ

ム

，
の

よ

う

に
 

'負
担

：
の

一
.切
廃
止
を
主
張
'す
る
農
民
団
も
.い
た
。
ざ
て
..
フ
ラ
ン
ケ
ン
で
.：は
他
の 

•

農
龙6

と
共
に
：ハ
ィ
ル
ブロ
ン
で

農
民
^

議
が
開
か
れ
、
対
策
を办
る

と
共
に
、 

'帝
国
讓
会
べ
提
出
す
る
改■

な
る
も
の
.が
起
草
さ
れ
た
。.起

^

フ
リ
I

V
リ
ヒ
.
rヴ
T
wガ
ン
ト
'

X

ミ
ル
テ
シ
べ
Vル
：グ
の
領
主
の
蔵
司

)

で
.あ
っ
た
。

先
ず
教
会
'の
改
革
に
つ
き
徹
底
的
に
行
う
こ
.

と
：を
主
賬
し
、
そ
の
財
産
の
共
通 

.

'
の
^

の̂
為
の
使
用
ゝ
世
侪
の
権
カ
に
つ
い
て
は
—

し
い
大
衆
の
自
辑
を
保
証 

-
.
す
る
.よ
う
改
革
し
、
.帝
国
の
強
化
に
努
め
神
の
言
と
権
利
を
守
る
べ
き

だ
と
す 

,'
る
。
.更
に
潔
や
共
同
体
は
キ
リ
ス
ト
教
的
自
由
を
原
則
と
し
、
利
己
的
態
度 

■ 

■ 

.: ^

捨
て
、
.す
べV

の
地
代
を
靡
止
す
る
。..
：
商
人
'に
は
保
証
を
与
え
ると
共
に
共 

同
の
^
;
^にづ
.か
え
る
よ
う
求
め._
る
。
大
学
、
知
識
人
、.
#侶
の

改

革

、
，
神

.と 

自
然
の
命
ず
る
権
利
を
以
て
平
等
の
原
則
に
立
，ち
王
室
裁
判
所
、

.宮
廷
裁
判
所
、 

ラ
ン
ト
裁
判
所
を
設
け
そ
れ
ぞ
れ
十
六
人
の
参
審
員
を
お
キ
i'
侯
、
そ
の
他
の 

■領
主
、
：.帝
国

都

市

と

他

の

帮

の

市

民.、
農
民
で
構
成
し
、

そ
の
他
に
自
由
裁 

.判
所
を
お
く
。
、
国
内
関
税
、
税
金
を
廃
止
し
、

(

皇
帝
へ
の
税
を
除
き

)

.̂
ff
i
は 

必
要
不
可
欠
；の
も
の
だ
け
に
す
る
。
そ
の
他
鉱
山
業
の
自
由
、
統
一
的
貨
幣
铸 

'
造
、:-
.度
量
衡
の
.達
成
、
.公
正
な
取
引
、
犬
商
事
会
社
の
解
散
若
し
く
は
麗
、
.

、
諸
侯
、
領
主
、
諸
都
市
め
す
べ
て
の
同
盟
め
解
散
と
皇
帝
の
保
護
と
平
和
の
み 

.の
維
持
が
提
案
さ
れ
て
，い.る
.
。

.
'
'

.:

こ
の
改
革
案
を
先
駆
的
なヨス
.

.
フ
リ
ツ
ツ
，

の
ブ
ラ
イ
ス

ガ
ウ
で
の
綱
領
と

比
較
し
て
み
る
と
中
央
集
権
国
家
と.そ
の
下
で
の
教
会
改
革
、
：真
的
な
諸
改
ス
へ
ル
を
先
頭
と
す
る
封
建
的
畜
者
と

^
民
と
が
対
立
し
た
。
し
か
し
大
多 

革
を
も
り
こ
ん
で
い
る
点
で
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
。

.

た
だ
農
奴
出
身
の
ヨ
ス
数
の
農
民
大
衆
と
大
半
の
穏
和
な
指
導
者
は
小
生
産
者
と
し
て
の
彼
等
の
生
活 

に
'あ
っ
て
は
こ
れ
と
並
ん
で
農
民
的
な
要
求
が.もり
こ
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ゲ

ン

の

の
改
善
と
共
同
体
の
擁
護
という
'
経
済
；

求

を

も
ク
.て
封
建
.反
動
の
強
化
と 

に
は
市
民
的
要
求
が
前
面
に
出
て
い
る
こ
と
ば̂

の̂
出
身
層
の
違
い
に.あ
る
共
に
武
力
を
以
て
蜂
起
す
る
に
到
っ
た
が
、
策
略
と
鎮
圧
に
よ
り
自
ら

^4 ?

へ 

と
思
わ
れ
る
.
0
.
ま
た
テ
ィ
ロ
，ル_の
ガ
イ
ス
マ
イ
ャ

.丨
の

「

ラ
ン
ト
条
例

1-
案もの道を拓いた

;°
..

こ
.

れ
ら
の
^
衆
の
運
動
が
防
衛
的
で
あ
り
、
自
然
発
生
的
な 

人
間
の
啤
等
に
基
づ
，く
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
下
で
の
農
民
的
市
民
的
改
革
を
主
張

.

.

性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、

ス
イ
ス
、
ボ
.
へ
ミ
ャ
の
先
駆 

し
て
'
2
.
1
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
決
し
て
い
わ
ゆ
る
妥
協
的
な
指
導
奢
で
は
九

.か

.
的
な
国
民
蓮
動
ク
ド
イ
ッ
国
内
で
の

「

皇
帝
ズ
ィ
グ
ム
ン
ト
の
改
革

」
に
4
ら 

っ
た
し
、

ヨ
ス
に
到
っ
て
は

> 
革
新
派
に
属
す
る
不
屈
の
闘
士
で
あ
っ.た
。
し

.
わ
れ
た
反
封
建
的
な
市
民
改
革
を
求
め
る
志
向
、
■ル
タ
ー
の
宗
教
^

#、
そ
し
.
 

か
し
ヨ
ス
ぼ
運
動
の
拡
大
に
つ
れ
、
'冲
央
集
権
国
家
の
下
で.の
馨
的
市
民
的
て
年
每
に
潜
大
し
て
行
っ
た
一
探
の
波
の
中
に
現
わ
れ
た
ヨ
ス

t
、
、
ユ

ン

ッ

ァ 

'改
革
を
目
標
と
し
て
同
盟
者
の
獲
得
を
目
指
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

エ

ン

ゲ

~

等
の
革
新
的
な
意
識
的
な
指
導
奢
の
努
力
は
こ
れ
ら
の
農
民
の
防
衛
^
^
関 

ル
.
.
ス
は
こ
の
よ
う
な
思
想
は
農
民
、
平
民
の
一
‘層
発
展
し
.た

分

派

が

現

れ

る

毎■

争

を

1
5'
.
1五
年
と
い
う
ー
つ
の
時
点
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
.
 

に
必
ず
蕾
し
た
と
い
つ

.て
^

^

o
.
農
民
戦
争
に
お
い
て
反
封
建
闘#
に

意

識

.そ
し
て
農
民
戦
#
の
過
程
で
何
人
も
の
意
識
的.な
指
導
考
か
、
妥
協
的
な
指
導 

的
に
軋
り
組
ん
だ
こ
れ
，ら.の
人
々
は
，
こ
の
小
生
産
者
大
衆
の
反
封
建
運
動
が
者
と
並
ん
で
現
わ
れ
た
。
こ
の
入
々
の
中
に
先
に
あ
げ
た
市
民
的
改
治
肇
を 

も
た
ら
す
ベ
き
政
治
的
改
革
を
考
え
る
時
未
来
の
市
民
社
会
を
お
も
わ
せ
る
プ

.

思
う
急
進
的
な
人
々
と
更
に
一
歩
進
み
既
存
の
_支
配
権
カ
の
徹
底
的
な
変
革
.を 

.ラ
，ン
を
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ.た
0 

.
じ
か
：も
ド
イ
ッ
.に
お
け
る
^

国̂

家

体

制

.
主
張
：す
る
ミ
ユ
ゾ
汐
ァ

ー

の
よ
う
な
人
と
が
.い
だ
。
も
ち
ろ
ん
ヨ
ス
が
条
件
に 

と
封
建
攝
に
対
決
す
る
意
味
で
中
央
讓
国
家
体
制
を
対
窻
し
た
こ
と
も
、

.

応
じ
て
両
方
の
態
度
を
取.っ
.て
い
た
こ
と
.か
ら
み
て
も
、
意
識
的
分
子
の
中
で 

ド
イ
；.ッ
.の
特
殊
な
事
匱
を
反
映1>
て
：い

る

.0
そ
れ
は
.現
実
.に
は
実
現
不
可
能
で.

.
こ
れ
ら
ニ
，つ
を
完
金
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
0:し
か
し
ミ
ユ
ン
ッ 

あ

マ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
中
央
集
権
国
家
体
制
の
市
民
社
会
成
立
期
に
お
け
る
進
ァ
ー

o
革
命
的
思
德
社
小
生
産
者
的
な
基
盤
か
ら
で
なX
、
.失
う
ベ
き
何
f
 

炎
性
を
み
ぬ
い
て
お
々
、：
こ
れ
ら
，の
人
：々

の
政
治
的
意
識
の
優
秀
な
こ
：と
を
物
，

.
な
い
#
}

&

の
平
民
の
基
盤
.に
立
っ
^

の̂
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
み
そ
の
徹
底 

語

：？
て
い
る
。t
れ
ら
の
人
々
.は
反
封
建
_
争

に

意

識

的

に

取

り

組

ん

だ

の

で

性

と

財

産

共

有

の

思

想

を

理

解

し

：う

^1
。
貧
農
出
身
.の
ヨ
ス
が
i
れ
に
近
い
も 

:

あ
り
、
小
生
産
者
大
衆
.

(

富
農
、
rf
3

-

民
の 

一. ！！

も

含

ん

；
だ
.
の
基
鑛
の
上
に
立
' 

の
を
.持
？
文
い
た
こ
と
は
こ
：の
：よ
う
な
ミ
ユ
ン
ッ
ァ
；丨
，の

.思
想

.が

貴

農

の

意

識

つ

急

進

主

慧

想

の

：必
然
の
帰
掛
，で
あ
っ^.
0
か
く
し
て
蕋
本
的
に
は
ラ
ン
デ
分
子
を
捉
え
得
る
；こ

.と
を
意
味
:1
.て
お
り
注
目
す
べ
き
で
あ
る0
さ
て
農
民
大

-
-
- 

.

.

.
 

.

.

.

.

.
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.
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五
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.衆
の
蜂
起

.の
“只
中
て
、ミ
：ュ
シ
ツ

.ァ
ー
が

'ル
タ
を
始
め
封
建
支
配
者
に
ょ
、
て

.悪
庵
の
上
ぅ
に
憎
悪
さ
れ
た
の
は
多
少
と
も
意
識
的
に
農
路
の
皮
封
建
闘
争
に

:

参
加
し
た
及
子
へ
か
そ
の
.影
響
力
で
あ
っ
た
。
'ミ
ュ
ン
.ツ>

 
丨
の
主
張
は
或
る

意
味
で
当
時
の
現
実
の
条
件
か
ら
最
も
離
れ
た
実
現
不
能
の
：も

か

で

あ

：っ

.た

.

■が
、
そ
：の
徹
底
的
烹
叩
性
こ
そ
史
た
反
封
建
闘
争
の
進
む
べ
き
究
極
の
目
標
.で

あ
る
市
民
^
:和
国
.へ
現
実
の
運
動
を
一.歩
近
ザ
け
.石
最
大
の
保
証
で
あ
り
、
：

パ
か
く
し
て
急
進
的
、
意
識
的
分
子
の
闘
争
を
鼓
舞
す
る
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ

.る
？
'ラ
シ
デ
.ス
へ
ル
を
：先
頭
と
す
る
封
建
茭
酷
者
に
は
ミ
ナ
ン
ツ
ナ
ー
を
先
頭

と
す
る
こ
れ
ら
の
意
識
分
子
を
武
力
で
圧
殺
し
、
.農
民
大
衆
の
意
識
化
を
防
ぐ.

こ
と
が
最
も
現
実
的
な
政
策
で
あ
っ
た
。

■

.

.

'

•

>

'

:

.

.

.

 
.

.

.

.

•

注(

1)

こ
の
両
者
の
関
述
に
づ
い
て
は

Giiather E
r
a
n
z
'
D
e

-g-sche

B
a
u
e
&
r
i
e
g
,
_

 Aktenbandv 1935, V
o
r
w
o
r
t
; Adolf m

a
s
v

 

Die grosse W
e
n
d
u
n
g

 i
m

 deutschen Bauernkrieg, His- 

torische.zeitschrift,

td
d
. 

1
5
00
V SS. 460—464V s. 

4
8
6 f

.

を
#

照

0
こ
の

.ニ
人
と
も
そ
の
関
連
が
密
接
で

あ
り
歴
史
的
な
領
主
と
農
民
と 

の
抗
争
の
経
過
を
知
る

.の
に
不
可
欠
の
史
料
で
あ

'.る.と
す
を
。
ま
た
！
！
.

Wiessner, s

'pchinhalt -and wirtschaf s
c
h
e
r
w
e
d
e
u
t
l
i
n
g

 

p.
e
r WeistSmer, 1934, s. 29” zit: V. w

a
a
s
v
s
*
4
5
7
.

に
ょ

•
る

と「

判
告
集」

は
十
六
世
紀
.前
务
ま
で
非
常
に
増
大
す
る
，か
、
そ

れ

以

，

後
急
激
に
減
っ
て
い
る

o

'

■'
,

.

'.
ン 

;■ 

; 

■.

(

2) 

H. 

Nabholz, 

z
s 

F
r
a

ff
q
e s

c
h

 

den 

Ursachen 

des

,

'
■
• 

'

;

..
五

八

(

ニ 
五
六)

.

.

.

.

.

B
a
u
e
m
k
r
i
e
g
e
s

 

1
5
2
5
'
s
s
.

 

234-247,

C3) 

p
. 

3

a

,
 

A
k
t
e
n
b
a
n
d
'

 s, 

147, N
r
,

 

2
6 

(
a
)
'

(

4) 

3
4
7
'
N
r
.

 

174
.
「

十

二 
力

#」

は

の

，

u

l

*

s
c
h
e
s 

B
a
u
e
r
n

e+'
u
n
v

 1939/ 
B
d
*2v s. 

4/
N
r
.

1
.

(

5
,

) 

G
，
F
r
a
n
z
,

 

D
e
r

 d
e
u
t
s
c
h
e

 

B
a
u
e
r
n
k
r
i
e
g
>

 

SS. 

394-456,

• 

C6) 

I
b
i
f
s
.

 

2
6
4
.
:

 

:
•

...

- 

..

.

.， 

.

A
7) 

O
s
t
e
r
r
e
i
c
M
s
c
h
e

 

w
eK-
t
ha.
日 e

r
,

1
00
8
00

, 

w
d
. 

5
,

CQ
. 1

6
2,

:N
r
.
1
8
'

 

-

广
8

> 

F
r
a
n
k
i
s
c
h
e

 waraerpweistii

日 e
r
,
1
9
5
4
,

p

70, N
r
.

 

26.

,
 

-
■ 

■
 

-

(

9)

t3
o
k
u2n
-(
I
>
n
t
e
...

 d
e
&

 

g
r
o
s
s
e
p

 

B
a
u
e
r
a
k
r
i
e
g
e
s
,

 

A
l
f
r
e
d

 

IMeusel, T
h
o
m
a
s

 M
i
i
n
t
z
e
r

.
 u

n
d

 s
e
i
n
e

 zeit_ 1952, S
S
.
1
9
&

 

I
I
-

A-
19) 

• Ib
i
d
.
,
s
:
2
0
6

 ; 

G
.

 

F
r
a
n
z
'
D
，
B. 

K
.

(

u) 

F
e
r
d
i
n
a
n
d

 G
r
a
a
e
r
” 

G
e
s
c
b
i
c
h
t
Q
d
e
r

 

W
a
s
g
e
r

<l
>
c
h
t
i

7
 

,
I
c
e
i
t
s

 i
m

 s
c
h

o:n
b
u
c
F
1929, 

S
S
.

to
s
lco
l

.

'
 

.

' (

12) 

G
.

 

;J?ras, 

D
v 

B. 

K
-.
.
S
. 43

.
-

 

Q
- 

p 

w
.
- 

M
r
O
T
. 

^

14
-)

o:
.
-
w
v
s
.
:
5
r
s
.
:
1
6
2
f
.
.

 

'

(
15) 

. 

G. 

F
i
r
eo
:
g
,
.
B
. 

B

'-
.
-
.
K
.
r
s
. 

44.:

(

16)
.
 

E
m
s
t

 

K

VE
t
e
r
,

 

D
i
e

 wirtschaftliciien. U
r
s
a
c
h
e
n

 

des* 

s
a
u
e
N-
n
k
rs-
.
g
l
s
;

 

S
c
b
m
o
l
l
e
r
s

 J
a
h
r
b
u
e
h
'

 B
d
.

 

65, 

s
s
,
s
2
- 

.
.
6
6
4
.

.

(

.7) 

x
n
g

o-m
a
x

 w
o
g
,

 D
o
r
f
g
e
m
e
i
n
d
e
,

 F
r
&
e
i
t

 u
n
d

 U

 nfrei- 

iieit 

ixT F
r
alik

<p.n, S. 

7
4
f

 

H
.

 

w
i
e
s
s
s
r
,

 

w
e
i
t
r

OJSgezur.

■

.ぐ

G
e
s
c
M
c
h
t
e

 d
e
s

 D
o
r
f
e
s
u
n
d

 d
e
r

 D
o
r
f
g
e
m
e
i
n
d
e

 
i
p
o
M
t
e
r
- 

reich, s. 

500
, 

p
 ケ
ル
ン
に
つ
い
て
は 

E. 

K
e
l
t
e
r
;

 

G
e
s
c
M
-

 

o
h
t
e

 d. 

O
bd.
g
k
e
i
ct
-
L
 P

r
e
i
s
r
e
g
e
l
u
n
g
,

 

s. 4
3
.

.

(

18) 

s
e
b
m
i
d
t
-
w
w
a
l
d
，

tsJ
w
c
i
-
F
a
k
t
o
r
e
n

 

a
uv-
b 

Hiitte 
台

：Ho
h
e
n
k
i
r
c
h
e
n
,

 F
o
r
s
c
h
u
n
g
w
n

 

a
u
s

 s
t
t
e
l
d
e
u
t
-

(

26〕
L

.TO
t
e
m
e
g
g
,

 

D
e
u
t
s
c
h
e

 W
i
r
t
s
c
h
a
f

 t
s
g
e
s
c
h
i
c
h

c+e, Bd.

(

B2>:Nabholz;.. a
.
a
b
,
,

 

SS..

.
 23..T247'

(

33

>

o
u
e
l
l
e
n

 z
u
r

 z

aJr
c
h
Q
r
'
w
i
r
t
s
c
h
a

HStsgescMcllte, 

s
. 2, 

.

.

SS. 

401I4Q9.+

(

B4
_

)
. 
p A

.

 §
n
l
e
K
U
S
,

 

D
i
e

 W
i
e
d
e
r
t
a
u
f
e
,

 

1:0
0
5
5
, 

s. 

3
4
，

(

35) 

K
.

 W
o

け

；

f
n
e
l
v
z
s

 G
e
s
e
M
c
h
t
e

 d
es b

w:u
e
r
l
i
c
h
e
n

 H
a
s
-

 

g
e
w
e
r
b
e
s

 

F
 Ti

r
o
l
'
s
.

 

2
0
5
;

w
. K

a
s
e
r
,

 

D
i
e

 U
r
s
a
c
h
e
n

 
d
es B

'
K
.
,

 

s. 

soo
r

::
h

\
/•
•

(

86)

ffi
.
^
v
o
p
f
n
e
r
,

 

U
r
k
u
n
d
e
n

 

s
r d

e
u
t
s
c
h
e
n

 

A
g
r
a
r
-

 

-g
e
s
c
h
i
c
h

-cte, 

S. 

3
6
5
'
N
r
.

 

261. 

c37)

'-
'
'
'
.
p :
:
w
. 

B
d. v

,
s
,
1
0
5
.

(

38) 

Ibid., 

S
.

co
s
l
. 

:

(

39) 

.. 

G., F
r
a
n
z
,
、A

k

cf-enbaiad, 

S
S
.
128 

丨

129, 

N
r
.
19.

(

40) 

E
V
K
e
l
t
e
r
,

 D
.

 "w. U
V
B
.
K
,
,

 

s. 

33.

C41)

匀

.z
u
e
x
m
a
l
m
,

 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e

 

G
e
s
c
M
c
h
t
e

 des g
r
?

S
e
n

 B
.
a
u
e
m
k
r
i
e
g
e
s
,

 B
u
c
h

 2, s. 529 ; 

0. K
i
u
s
,

 D
i
e

 
t
hfj
s
r
i
n
-

g
i
s
c
h
e
； L
a
n
d
w
l
r
t
s
c
h
a
f
t

 i
m

 16, 

J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
,

 

SS. 

1
5

4
1

1
5

7

’

(

42
ソ 

U
l
r
i
c
h

M.tutz, Z
u
r

 H
e
r
K
u
n
f
t

 v
o
n

 Z
w
i
n
g

 u
n
d

 B
a
l
m
、

1937. 

S
S
.
.
2
8
T
3
5
4

•
ミ
ッ
タ
イ
ス「

ド
イ
ッ
法
制
史
概
説」

七
六
、

一

,一
：五
頁
、14

ニ

八
頁
。

•

(

.4
3

X
V
H
. 

.wiessner, 

B
e
i
t
r
s
g
e
.

 

S. 

6
6, 

700

, 

ミ

ッ

タ

イ

ス

「

前

掲

書
^
ニ
入
ニ
丄
ニ
九
六
頁
ゃ/増
由

烈

部
.

「

中

世

村

落

研

究

：の
；問
題
点

i

.西
洋
経
衡
史
概
論
所
収
。
ベ
ロ
.ゥ

「

ド
イ
ッ
中
世
農
業
史J 

一
©
四

頁

ゾ

.萆
九

^

'
五
.七)

p
 

S
，
441. 

:
Bcl
>
.
i
l
a
g
e
N
L

 

. 

-
.
1

27) 
p

 

s: ，
2
1
6
、
Nr. 

700(

s
,

(

28) 

D
o
k
u
m
e
n
t

 d. g. 

B
.

 

K
.
”
s
. 

207.

(

29)

Q
. F

r
a
n
z
^
A
k
t
e
n
b
a
n
d
,

 

S. 

l
p
N
r
- 

3 (

的)

.

(

30)

o:
v'
w
. 

s
. 

5, s. m
,

(

81) 

G
.
F
r
a
n
z
,

 

A
k
t
e
n
b
a
n
d
y

 SS. 

134-143.

.

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
靡
史
的
意
義

(

下
の
ー)

s
e
h
e
n

.
 Ar

e
h
i
v
e
n
/
.
1.953”

. 
s
s
.v:
.
 1

4
3
I
1
5
P

 

.

(

19) 

o
. Fr

a
n
z
,

 A
k
t
e
n
b
a
n
d
'
s
,

 ..s47r.Nr. 

174.

(

20) 

H
w
o
w
d
H
P

0
&

 ̂

B
.

 K
.
/
s
s
.
198 

丨

199.

(

21) 

G
.

 F
r
a
n
z
,

 

d
* B.

 K
，. SS. 1

4
7
I
4

P-..

(

22) 

A
k
t
e
n
b
a
n
^
s
.

 

124, N
r
.
16 

(k).

(

23) 

I
b
F

 s. 224
、
N
3
r
.
7

00(g).

(

24) 

0

. 

d
. 

w
o 

s
. 

2. S. 
p
 ;Nr. 7.

(

25)

o:
:
w
.
,

 B
d
v
5
,
;
s
:

 

163. 

T
.
.



c44

> 

Q
. 

F
r
a
s
/
D
.

 B.', s. 281, Nr. 117.
C45) 

bd
o
g

) a.ao.,. S
S
’ 66-73 

v 

Herrschaft 

lind 

'

w
w
- 

テ

ィ 
ロ 
ル

、
> 

,

ュ
.ト
■-リ X

 
ゲ

ン
^G

v

 
J
^
a
n
z
v
w
* 

:
B

，
W
.
> 

S. 163, 264 f
.

フ
ラ

(

50) 

Gv F
r
a
n
z
r
b
b
-
B
d
.

1,
s. 329'Nr. 

1
3
00

-
.

(

51〕
Dokumelnt 

d
,
g
.
B
N
.
,

 :S. 204f. 
:.

52) 

H. wiess
n
e
r
,
O
B
e
i
t
r

£8!
e〜

c s
，
>78. 

‘

(

53) 

Franklsch Weistiimer, Eialeitong y
 
• 

k. 
Dinklage,

+ 

•

+

•

.

 

.

.

.

.

.

.

w
. 6-f.. 
:

:'
.
 

.

.

.
'
'
:
:
: 

■
.

• 

V 

. 

.
'
. 

- 

- 

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

• 

..

58)

ァ

ル

ゴ

ィ

、
は

.
1
^
<
1く
 

Ed. 

2,. 

s
.cx
>
/iz
;
-
r
.
: 
2
V 
フ

ラ

シ

ケ

ジ

は

:

.六
〇

.
C
M

五
八)

ibid., s
,

1
2.

そ
の
急
進
性
に
就
て
は

p F
r

醫

，.D
.
B
.
K
.
,

 S. 3
0

2, 

■

(

ワ

ラ

シ

1
ン)

、

.

.
g
. 

s
m
J
H
i
n
M

 

D
i
e

 .
v
o
l
k
s
r
e
f

 o
r
m
a
t
i
o
n

 

.
d
e
w
. 

T
h
o
m
a
s

 

M

c:n
z
e
r

 m
i
d

 

d
e
r

 G
r
o
s
s
e

 B
a
u
e
r
n
k
r
i
g
,

M
. 375, 

497,'c

ァ
ー
ル
へ
ゴ
-
ィ

(

59
> :G.: Frjanz'D. B, K., SS. 171-173.

(

ベ

カ

ウ)
ibid.,

p

.

.

.
■,.
3
.
0
9
.
-
;
.
.

ゾ

,

-

.

(

60) 

p 

Aktenbaad, S. 346; G'Franz,. 

. 

304-356.

•
.
.
パ
，
.
.
.
.
'
.
:
'
.
.

' 

.
パ
..•
-.
,

 

' 

'

P

.

.

&

P

P 

w
w
v
w
o
i
o
w
*

(

62) 

P
F
r
i
a
z
'
D
.

td
'
B
d
.
2
, 

s. 3Sfv

(

63)

家

ぎ 

O

K

a
.
a
b
f

 S. 

2
3
3
V
.

(

•6
4) 

p 

S. 148, Nr. 26 

(b) ，

s
.

(

65) 

G..Franz, D., B>, Bd. 2, s. 

2
9HJ
,

:(

66〕
G

-'.Franz,. Aktenband, S. 217, Nr, 78 

(b).

(

67〕
G. Franz> D

.
B
h

•へs. 319 ，

(

68)

p

'̂anz, Aktenband, SS. 349I354._

(

69
0

G
'
F
r
a
l
D

fe.K,, 

S
s
,
3
9
t
4

.c
n
f
 

70) 

w
- 

^
a
.
.
^
H
.
y 

T
O
O
T
-
-

(
71) 

R

 

Liit

oqe, 

Die 

m
i
t

c+eldeutsche’Grundherrschaft>

1934, 

s
,
l
s
<p
. 

:

.

.

.

•

 

.

 

(

s

w

.
 

Ke
l
t
e
r
,

切
.
a
o
v
,
,

 S
P
3
4
I
3
5
,
:

(

73) 

s
.
. 

 ̂

 ̂

s
- 

(

ウ

ル

テ

ン)

、R
W
4

 S.

ン

ヶ

ンは
：

1
.' wogj 

a
.
a
.
p
, 

SS. 71-74. 

C47) 

GV^Frauz, D. 

B，
：w
.
v 

S. 
1
CO
5
V 

(

48)
^aj>

1101z, 
Fa-.
OJ SSv 234-245.

C49)
b
o
l
s
u
m
e
n
t

 

d
.oq
.
B
N
.
, 

s. 197

*'

(

54) 

Karl- weidner,. 

D
i

'AA
n
f
s
n
g
e

 

einer 

staatHchen 
WirtsehaftspolitiUt in wiirttember

^ ;1931.

(

55) 

Quirin, a.a.p; SS. 

s々—83.

ミ
ツ
..タ.：
イ
.ス
.

「

前

掲

書1
ニ
八
：
ニ|

九

七

頁。R

 H
a
r
t
x
m
g
’ueutsche- Verfassungsgeschichte 

〜

'SS* 4214.5.

(

56) 

Q
. 

d
. 

B.
、
Bd. 

2, s.> 5> N
r
，
i.

(

57) 

Ibi<L, Bd. i, SS, S
3

£
3

6
.

-■

70, 

N

Jto
6
，
. 

：
：
'
;
.

〈

74) 

G
.

 F
r
a
n
z
,

 A
k
t
e
n
b
a
n
d
,

 

S. 

1S2, 

N
r
r
2
0,

,

〈

75)

卜 s
t
e
r
n
e
g

oq, a
.
a
o
,
,

 

B
d. 

3's.:405. 

- 

<76) 

G
，
F
r
a
n
z
,

 

D
.
B
.

 

s
.
l
'
s
, 

3
0
9
,

z-
-
r
. 1
200

, S. 

3
3
5
:

<77) 

p
 

D
.
B
.
>

 B
d
.

 

2, SS.. 25 

丨

 26, N
r
,

 7. 

V 

<
.7
8) 

gc+
o3

CB
g

^a.
a
b
.
,

 

S. 

3
9
6
.

.

〈

79) 

N
a
b
h
o
l
z
,

 

p
a
.
p
,

 SS. 

2

CO7
-
2
5
1
.

.

- 

C80) 

G. F
r
a
n
z
v

 D.B. Bd. 2, s. 

4, N
r
.
1*

(

s
 

D
o
k
o
m
e
n
t
e

 

d
,
g
:
.
d

td
N
v
.
s
s
. 

1
9

T.
2
0P 

.(

82) 

Ibid., 

B
d
.
1,

S. 

3
1

1
.

.

(

88)

^
. 

W

B

?
 

U
e
b
e
r

 

L
e
i
b
e
i

oq
e
n
s
c
h
a

H>
-c
+in Deutwehland 

seit d
e
m

 A
u
s
g
a
n
g

cu
e
s
 Mttelalters, 

(zeitschrif

c+s, S. 

fiirwechtsgeseMch

-c+e JBd. 

1
9£̂
;
e
r
m
. 

abt 
し

fw
M
' ド 

Tco
.
o
.

<
84) 

ibid., 

SS. 

i
8
1
3
5.

'-
p

F
r
a
n
z
,

 

s
，
403, 

Liitge, 

D.M-G.., SS. 

1991205; 

W
.

 

Zimmermiati.nj 

A
.Q-
.
d
.
g
，
W
.
K
.
, 

B
a
c
h

 

2
, s. 

4
2
P

: 

.

<85
y G

.

 F
r
a
n
z
,

 

D
， B
.

 

B
d
.

 v
s
.

 

i

f

'

〈

86) 

w
J
^
p
p
v
p
p
p
y
g
g

to
?.
^
.

〈

87) 

N

 

切

b
h
o
l
z
,
a
,
.
a
o
.
“ SS. 

2
3
9
1
2
4
1.

(

88) 

T, K
n
a
p
p
;

 

a
.
a
b
v
s
s

.

2
.v
2
00

*

.

.

,(

89) 

Q
. 

w
r
f
l 

O
.
W
.
- 

w
- 

>

(

•9
0)

農
民
の
耍
來
は
p

F
r
a
i
l
s

 A
k
t

§;-
b
a
n
d
v

 s. 3
4
7, N

r
.

 

174,
.
.
.

 

.

.

 

.

.

.

.

ド
ィ
ッ
農
民
戦
争
の
歷
史
的
意
義(

下
の
1)

.
：
.

F
.
w
.

:<* 

,
s
. 

69, Nr. 26. 

:

/

(

91)

o :
M
J Bd. 5, .s. 164. Nr. IS.

(

92) 

Q
. 

Franz, A
k

ctenband, s. 

200

7
, Nr, 117.

.(

93)

iw
,

ŝ-
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